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10. ネットワーク 

10.1. 概要 

1. [ネットワーク]>[概要]をクリックします。 

 

 

2. 以下の画面が表示されます。IPspace、ブロードキャストドメイン、ネットワークインターフェイス（LIF）、サブネットについて確

認できます。 

  

① 
② 
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10.1.1. IPspace 

10.1.1.1. IPspace 管理 

1. [ネットワーク]>[概要]をクリックします。 

 

 

2. 以下の画面が表示されます。赤枠内が IPspace 管理画面です。 

 

 

  

① 
② 
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3. スクロールバーで上下にスクロールし、確認したい IPspace を探してください。 
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10.1.1.2. IPspace 作成 

1. IPspace 管理画面より、[追加]をクリックします。 

 

 

2. IPspace 名を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

3. 「IPspace「<IPspace 名>」が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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10.1.1.3. IPspace 変更 

1. IPspace 管理画面より、対象の IPspace の[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. IPspace 名を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

3. 「IPspace「<IPspace 名>」が更新されました。」と表示されることを確認します。 

  

① 

② 
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10.1.1.4. IPspace 削除 

1. IPspace 管理画面より、対象の IPspace の[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. 内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 
 

3. 「IPspace「<IPspace 名>」が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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10.1.2. ブロードキャストドメイン  

10.1.2.1. ブロードキャストドメイン 管理 

1. [ネットワーク]>[概要]をクリックします。 

 

 

2. 以下の画面が表示されます。赤枠内がブロードキャストドメイン管理画面です。 

 

  

① 
② 
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3. スクロールバーで上下にスクロールし、確認したいブロードキャストドメインを探してください。 
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10.1.2.2. ブロードキャストドメイン 作成 

1. ブロードキャストドメイン管理画面より、[追加]をクリックします。 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

名前 ブロードキャストドメインの名前を指定します。 

IPSPACE IPspace を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されます。 

MTU MTU（最大伝送単位）の値を指定します。 

イーサネットポート ブロードキャストドメインに含めるポートを指定します。 

 

3. 「ブロードキャストドメイン「<ブロードキャストドメイン名>」が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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10.1.2.3. ブロードキャストドメイン 変更 

1. ブロードキャストドメイン管理画面より、対象のブロードキャストドメインの[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

名前 ブロードキャストドメイン名を指定します。 

MTU ブロードキャストドメインの MTU サイズを指定します。 

IPSPACE IPspace を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されます。 

イーサネットポート ブロードキャストドメインに含めるポートを指定します。 

 

3. ポートからチェックを外した場合、以下の画面が表示されます。対象のポートは別のブロードキャストドメインに割り当てるよう

指定し、[再割り当て]をクリックします。 

 

 

4. 「イーサネットポートの再割り当てに成功しました。」と表示されることを確認します。 

 

 

5. [保存]をクリックします。 
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6. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

ポートを追加した場合：「選択したイーサネットポートが更新されました。」 

ポートを除外した場合：メッセージなし 

上記以外の変更を行った場合：「ブロードキャストドメイン「<ブロードキャストドメイン名>」が更新されました。」 

 
ポートを追加した場合 

 

 
ポートの追加・除外以外の変更を行った場合 
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10.1.2.4. ブロードキャストドメイン 削除 

本手順はブロードキャストドメインにポートが割り当てられていない場合のみ実施できます。 

 

1. ブロードキャストドメイン管理画面より、対象のブロードキャストドメインの[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 

 

3. 「ブロードキャストドメイン「<ブロードキャストドメイン名>」が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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10.1.3. ネットワークインターフェイス（LIF） 

10.1.3.1. ネットワークインターフェイス（LIF） 管理 

1. [ネットワーク]>[概要]をクリックします。 

 

 

2. 以下の画面が表示されます。赤枠内が LIF 管理画面です。 

 

  

① 
② 
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3. スクロールバーでスクロールし、確認したい LIF を探してください。 

 

 

4. LIF を検索する場合、LIF 管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 

 

5. LIF の一覧を出力する場合、LIF 管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能です。この

際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

  

① 

② 
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6. 管理画面に表示する LIF を選択する場合、LIF 管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。値を

入力し、 [ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 
 

7. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、LIF 管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスのチェッ

クを変更します。 

 

  

① 

② 
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10.1.3.2. ネットワークインターフェイス（LIF） 作成 

1. LIF 管理画面より、[追加]をクリックします。 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※インターフェイスロール、プロトコルの選択内容によって表示される項目が変わります。 
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設定項目 説明 

インターフェイスロール LIF のロールを指定します。 

 プロトコル プロトコルを指定します。LIF のロールを「データ」に指定した場合に表示されます。 

STORAGE VM SVM を指定します。 

IPSPACE IPspace を指定します。インターフェイスロールで「クラスタ間」を指定した場合に表示されます。 

名前 LIF 名を指定します。 

ホームノード LIF のホームノードを指定します。 

サブネット サブネットを指定します。サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス LIF の IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク LIF のサブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ ゲートウェイを指定します。IP アドレスおよびサブネットマスクを指定すると追加することができるよ

うになります。 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。IP アドレスおよびサブネットマスクを指定すると追加するこ

とができるようになります。 

ホームポート LIF のホームポートを指定します。 

FC ポートの設定 プロトコルで「FC」または「NVMe/FC」を指定した場合に表示されます。FC ポートを指定しま

す。 

 

3. サブネットの設定がある環境の場合、サブネットに含まれる IP アドレスを指定すると以下のメッセージが表示されます。 

内容を確認し、[OK]をクリックします。 
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4. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

FC または NVMe/FC の LIF を作成した場合：「ネットワークインターフェイスが追加されました。」 

上記以外の LIF を作成した場合：「ネットワークインターフェイス「<LIF 名>」が追加されました。」 

 
FC または NVMe/FC の LIF を作成した場合 

 

 
上記以外の LIF を作成した場合 
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10.1.3.3. ネットワークインターフェイス（LIF） 変更 

1. LIF 管理画面より、対象の LIF の[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
プロトコルが CIFS,NFS,S3,iSCSI,NVMe/TCP の場合 

 

 
プロトコルが FC、NVMe/FC の場合 
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サブネットを指定して IP の割り振りを行っている場合 

 

 

  

設定項目 説明 

有効 LIF の有効化/無効化を指定します。 

名前 LIF 名を指定します。 

サービスポリシー LIF のサービスポリシーを指定します。 

以下に各サービスポリシーがサポートするサービスについて記載します。 

管理 管理サービス用 

iSCSI SAN 環境でのブロックデータ提供用 

NVMe/TCP SAN 環境で NVMe/TCP を介するブロックデータ提供用 

NAS NAS（NFS、SMB/CIFS）環境でのファイルデータ提供用 

NAS,S3 NAS（NFS、SMB/CIFS）および S3 環境でのファイルデータ提供用 

  

サブネット LIF のサブネットを指定します。サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス LIF の IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク LIF サブネットマスクを指定します。 
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3. 「ネットワークインターフェイス「<LIF 名>」が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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10.1.3.4. ネットワークインターフェイス（LIF） 移行 

本手順は iSCSI（All SAN Array（ASA ）プラットフォームの場合を除く）、FC、NVMe/FC、NVMe/TCP 用のデータ

LIF では実施できません。また、ノードを対象とした管理 LIF 、クラスタ LIF 、クラスタ間 LIF など、ノードを対象とした LIF をリモ

ートノードに移行することはできません。 

 

1. LIF 管理画面より、対象の LIF の[ ]>[移行]をクリックします。 

 

  

① 
② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[移行]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

デスティネーションノード 移行先のノードを指定します。 

デスティネーションポート 移行先のポートを指定します。 

完全に移行 LIF のホームノード・ポートを、指定したデスティネーションノード・ポートへ変更する場合に指定

します。 

 

3. 「ネットワークインターフェイス「<LIF 名>」が移行されました。」と表示されることを確認します。 
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10.1.3.5. ネットワークインターフェイス（LIF） リバート（revert） 

「現在のポート」がホームポートではない LIF について、元のポートに戻す場合にリバートを実行します。 

 

操作 手順 

個別にリバートを行う場合 項番 1 へ進んでください 

すべての LIF に対してリバートを行う場合 項番 4 へ進んでください 

 

1. 個別にリバートを行う場合、LIF 管理画面より、対象の LIF の[ ]>[リバート]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[リバート]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 「ネットワークインターフェイス「<LIF 名>」がリバートされました。」と表示されることを確認します。 

 

 

4. すべての LIF をリバートする場合、LIF 管理画面より、 [すべてのインターフェイスをホームに送信します]をクリックします。 

 
 

5. 内容を確認し、[送信]をクリックします。 

 

 

6. 「すべてのネットワークインターフェイスがホームに送信されました。」と表示されることを確認します。 
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10.1.3.6. ネットワークインターフェイス（LIF） 削除 

1. LIF 管理画面より、対象の LIF の[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「ネットワークインターフェイスが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 

① 

② 
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10.1.4. サブネット 

10.1.4.1. サブネット 管理 

1. [ネットワーク]>[概要]をクリックします。 

 

 

2. 「サブネット」タブをクリックします。 

 

 

  

① 
② 
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3. 以下の画面が表示されます。赤枠内がサブネット管理画面です。 

 
 

4. サブネットを検索する場合、サブネット管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 
 

 

  

① 

② 
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5. サブネットの一覧を出力する場合、サブネット管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能で

す。この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

6. 管理画面に表示するサブネットを選択する場合、サブネット管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されま

す。値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 
 

7. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、サブネット管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスの

チェックを変更します。 

 
 

  

① 

② 
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10.1.4.2. サブネット 作成 

1. ネットワーク概要画面より[サブネット]をクリックします。 

 

 

2. サブネット管理画面より、[追加]をクリックします。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 サブネットの名前を指定します。 

サブネット IP アドレス サブネットの IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク サブネットマスクを指定します。 

IP アドレス サブネットに含める IP アドレスを個別または範囲で指定します。 

（例） 

個別指定：192.168.0.10,192.168.0.11,192.168.0.50 

範囲指定：192.168.0.10-192.168.0.100 

ゲートウェイ ゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。ブロードキャストドメインが複数ある場合に表示されます。 
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4. 指定した IP アドレスの範囲に該当する IP アドレスを持つ LIF が存在する場合、以下の画面が表示されます。内容を確認

し、問題なければ[OK]を、修正する場合は[キャンセル]をクリックします。 

 

 

5. 「サブネット「<サブネット名>」が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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10.1.4.3. サブネット 変更 

1. ネットワーク概要画面より[サブネット]をクリックします。 

 
 

2. サブネット管理画面より、対象のサブネットの[ ]>[編集]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

名前 サブネットの名前を指定します。 

サブネット IP アドレス サブネットの IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク サブネットマスクを指定します。 

IP アドレス サブネットに含める IP アドレスを個別または範囲で指定します。 

（例） 

個別指定：192.168.0.10,192.168.0.11,192.168.0.50 

範囲指定：192.168.0.10-192.168.0.100 

ゲートウェイ ゲートウェイを指定します。 
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4. 指定した IP アドレスの範囲に該当する IP アドレスを持つ LIF が存在する場合、以下の画面が表示されます。内容を確認

し、問題なければ[OK]を、修正する場合は[キャンセル]をクリックします。 

 

 

5. 「サブネットが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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10.1.4.4. サブネット 削除 

1. ネットワーク概要画面より[サブネット]をクリックします。 

 
 

6. サブネット管理画面より、対象のサブネットの[ ]>[削除]をクリックします。 

 
 

2. [削除]をクリックします。 

 
 

① 

② 
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3. 「サブネットが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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10.2. イーサネットポート 

10.2.1. イーサネットポート 管理 

1. [ネットワーク]>[イーサネットポート]をクリックします。 

 

 

2. イーサネットポート管理画面が表示されます。 

 

 

  

① 

② 
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3. [ ]をクリックすると、各イーサネットポートの詳細情報が表示されます。 
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10.2.2. イーサネットポート 変更 

1. イーサネットポート管理画面にて対象ポートの所属するノードの[ ]をクリックし、対象ポートの[ ]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。条件により表示されない場合があります。 

有効 ポートを有効にする場合はチェックを入れます。無効にする場合はチェックを外します。 

 

  

① 

② 
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3. ポートを無効化する場合、以下のようなメッセージが表示されるので、内容を確認し、問題なければ[続行]をクリックします。 

 

 

 

4. 「イーサネットポート「<イーサネットポート名>」が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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10.2.3. インターフェイスグループ（ifgrp）  

10.2.3.1. インターフェイスグループ（ifgrp） 管理 

1. [ネットワーク]>[イーサネットポート]をクリックします。 

 

 

2. イーサネットポート管理画面が表示されます。 

 

 

3. [ ]をクリックすると、各イーサネットポートの詳細情報が表示されます。その内、「タイプ」が「リンクアグリゲーショングループ」のも

のがインターフェイスグループを指します。 

 

① 

② 

① 

② 
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10.2.3.2. インターフェイスグループ（ifgrp） 作成 

1. イーサネットポート管理画面より、[+リンクアグリゲーショングループ]をクリックします。 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ノード 作成するノード名を指定します。 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインが複数ある場合に表示されます。 

インターフェイスグループに含めるポートが所属するブロードキャストドメインを指定します。 

追加するポート インターフェイスグループに所属するポートを指定します。 

モード インターフェイスグループのモードを指定します。LACP が推奨です。 

負荷分散 ロードバランシング方式を指定します。 
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3. 「リンクアグリゲーショングループが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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10.2.3.3. インターフェイスグループ（ifgrp） 変更 

1. イーサネットポート管理画面にて対象ポートの所属するノードの[ ]をクリックし、対象インターフェイスグループの[ ]をクリックし

ます。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

操作 手順 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインが複数ある場合に表示されます。 

インターフェイスグループに含めるポートが所属するブロードキャストドメインを指定します。 

有効 ポートを有効にする場合はチェックを入れます。無効にする場合はチェックを外します。 

追加するポート ポートを追加する場合はチェックを入れます。ポートを除外する場合はチェックを外します。 

  

① 

② 
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3. 無効化する場合、以下のメッセージが表示されるので、内容を確認し、問題なければ[続行]をクリックします。 

  

 

4. 「リンクアグリゲーショングループ<「インターフェイスグループ名>」が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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10.2.3.4. インターフェイスグループ（ifgrp） 削除 

インターフェイスグループを削除する前に、対象のインターフェイスグループをホームポートとする LIF がないことを確認してください。 

 

1. イーサネットポート管理画面にて対象ポートの所属するノードの[ ]をクリックし、対象インターフェイスグループの[ ]をクリックし

ます。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 

 

3. 「リンクアグリゲーショングループ「<インターフェイスグループ名>」が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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10.2.4. VLAN 

10.2.4.1. VLAN 管理 

1. [ネットワーク]>[イーサネットポート]をクリックします。 

 

 

2. イーサネットポート管理画面が表示されます。 

 

 

3. [ ]をクリックすると、各イーサネットポートの詳細情報が表示されます。その内、「タイプ」が「VLAN」のものが VLAN を指しま

す。 

 

① 

② 

① 

② 
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10.2.4.2. VLAN 作成 

1. イーサネットポート管理画面より、[+VLAN]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ノード 設定対象ポートのノード名を指定します。 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。ブロードキャストドメインが複数ある場合に表示されます。 

ポート 設定対象ポート名を指定します。 

VLAN ID VLAN タグ ID を指定します。 
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3. 「VLAN が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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10.2.4.3. VLAN 変更 

1. イーサネットポート管理画面にて対象ポートの所属するノードの[ ]をクリックし、対象 VLAN の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。条件により表示されない場合があります。 

有効 ポートを有効にする場合はチェックを入れます。無効にする場合はチェックを外します。 

 

  

① 

② 
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3. 無効化する場合、以下のメッセージが表示されるので、内容を確認し、問題なければ[続行]をクリックします。 

 

 

4. 「VLAN「<VLAN 名>」が更新されました。」と表示されることを確認します。  
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10.2.4.4. VLAN 削除 

VLAN を削除する前に、対象の VLAN をホームポートとする LIF がないことを確認してください。 

 

1. イーサネットポート管理画面にて対象ポートの所属するノードの[ ]をクリックし、対象 VLAN の[ ]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 

 

3. 「VLAN「<VLAN 名>」が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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10.3. FC ポート 

10.3.1. FC ポート 管理 

1. [ネットワーク]>[FC ポート]をクリックします。 

 

 

2. FC ポート管理画面が表示されます。 

 

 

3. [ ]をクリックすると、各 FC ポートの詳細情報が表示されます。 

 

① 

② 
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10.3.2. FC ポート 有効化/無効化 

1. イーサネットポート管理画面にて対象ポートの所属するノードの[ ]をクリックします。 

 

 

2. 有効化/無効化のスイッチの ON/OFF により、有効化・無効化を設定します。 
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3. 無効化する場合、以下のメッセージが表示されるので、内容を確認し、問題がなければ[OK]をクリックします。 

 
 

4. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

有効化した場合：「FC ポート「＜FC ポート名＞」が有効になりました。」 

無効化した場合：「FC ポート「＜FC ポート名＞」が無効になりました。」 

 
有効化した場合 

 
無効化した場合 
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11. イベントとジョブ 

11.1. イベント 

11.1.1. イベント 管理 

1. [イベントとジョブ]>[イベント]をクリックします。 

 

 

2. イベント管理画面が表示されます。 

[イベントログ]をクリックすると、イベントログの一覧が表示されます。 

 

 

  

① 

② 
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3. イベントログ管理画面で[ ]をクリックすると、イベントの概要が表示されます。 

 
 

4. イベント管理画面にて[Active IQ の提案]をクリックすると、Active IQ からの推奨事項が表示されます。 

提案事項がある場合は内容を確認し、必要に応じて「対処方法」列記載の指示(※)に従って対処を行ってください。 

(※)表示するにはインターネット接続されている必要があります。 
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5. イベントログを探す場合、イベント管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 
 

6. イベントの一覧を出力する場合、イベント管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能です。こ

の際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

7. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、イベント管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスにチェ

ックを変更することで、管理画面に表示する情報の選択をすることが可能です。 

 

 

  

① 

② 
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8. 管理画面に表示するイベントを選択する場合、イベント管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。

値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 

 

  

 

① 

② 
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11.1.2. イベントへの対処 

1. イベント管理画面において、赤枠部には対処の必要なイベントが表示されます。 

 

 

2. イベントの詳細情報を確認する場合、青字のイベントをクリックします。 

該当するイベントログが表示、または該当する管理画面が表示されます。 

 

 

3. 推奨される対処方法へのアクションを確認する場合、[アクション]をクリックします。 

[有効にする]をクリックすると該当する管理画面が表示されるため、内容を確認し、必要に応じて設定を行います。 

 

 

4. 推奨される対処方法へのアクションを行わない場合、[アクション]>[却下]をクリックします。 

 

 

5. 却下アクションに対するメッセージが表示されることを確認します。  

① 

② 

① 

② 
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11.1.3. Active IQ の登録 

1. イベント管理画面にて、[Active IQ の提案]をクリックします。 

 

 

2. [Active IQ に登録して、このクラスタに関連付けられているリスクを確認します。]をクリックします。 

 

 

3. [Continue]をクリックします。 
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4. NetApp アカウントに登録済みのメールアドレスを入力し、[Next]をクリックします。 

 

 

5. 登録したアドレスで OTP(One Time Password)メールを受信し、OTP をコピーしてください。 

赤枠部に OTP を貼り付け、[Continue]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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6. [Link with ONTAP System Manager]をクリックします。 

 

 

7. 以下画面が表示され、Active IQ からの提案が表示されます。 
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11.2. システムアラート 

11.2.1. システムアラート 管理 

1. [イベントとジョブ]>[システムアラート]をクリックします。 

 

 

2. システムアラート管理画面が表示されます。 

 
 

3. システムアラートの一覧を出力する場合、システムアラート管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力するこ

とが可能です。この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

  

① 

② 
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4. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、システムアラート管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボッ

クスにチェックを変更することで、管理画面に表示する情報の選択をすることが可能です。 

 

 

5. 管理画面に表示するシステムアラートを選択する場合、システムアラート管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バー

が表示されます。値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 

 

  

① 

② 
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11.3. ジョブ 

11.3.1. ジョブ 管理 

1. [イベントとジョブ]>[ジョブ]をクリックします。 

 

 

2. ジョブ管理画面が表示されます。 

 

  

① 

② 
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3. ジョブ管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 

 

4. ジョブの一覧を出力する場合、ジョブ管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能です。この

際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

5. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、ジョブ管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスにチェッ

クを変更することで、管理画面に表示する情報の選択をすることが可能です。 

 

 

6. 管理画面に表示するジョブを選択する場合、ジョブ管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。値を

入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 
 

① 

② 

① 

② 
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11.4. 監査ログ 

11.4.1. 監査ログ 管理 

1. [イベントとジョブ]>[監査ログ]をクリックします。 

 
 

2. 監査ログ管理画面が表示されます。 

 
 

3. 監査ログの送信先を設定する場合、[監査の送信先を管理します]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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4. [クラスタ]>[設定]>[通知の管理]に移動します。操作については「14.2.5.3. 監査ログの送信先」を参照してください。 

 
 

5. 監査ログ管理画面で[ ]をクリックすると、監査ログの概要が表示されます。 

 
 

6. 監査ログ管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 

① 

② 
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7. 監査ログの一覧を出力する場合、監査ログ管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能です。

この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 
 

8. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、監査ログ管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスにチ

ェックを変更することで、管理画面に表示する情報の選択をすることが可能です。 

 
 

9. 管理画面に表示するジョブを選択する場合、監査ログ管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。

値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 
 

  

① 

② 
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11.4.2. 監査ログ 設定変更 

1. 監査ログ管理画面にて[設定]をクリックします。 

 
 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします 

 
 

設定項目 説明 

HTTP GET 要求を有効にします HTTP に対する取得要求を監査する場合にチェックを入れます。 

ONTAPI get 要求を有効にします Data ONTAP API（ONTAPI）に対する取得要求を監査する場合にチェックを入

れます。 

CLI の get 要求を有効にします CLI に対する取得要求を監査する場合にチェックを入れます。 

 

3. 「監査設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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11.5. Multi-Admin リクエスト 

本章は Multi-Admin リクエスト画面について記載いたします。この画面はマルチ管理者承認設定を行った上で承認リクエストが

発生した場合に表示されます。 

マルチ管理者承認の設定については、「14.2.15. マルチ管理者承認」を参照してください。 

 

11.5.1. Multi-Admin リクエスト 管理 

1. [イベントとジョブ]>[Multi-Admin リクエスト]をクリックします。 

 
 

2. Multi-Admin リクエスト管理画面が表示されます。 

 
 

  

① 

② 
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3. マルチ管理者承認の設定内容を確認する場合、[設定の表示]をクリックします。 

 
 

4. [クラスタ]>[設定]>[マルチ管理者承認]に移動します。本画面での操作については「14.2.15. マルチ管理者承認」を参

照してください。 

 
 

5. Multi-Admin リクエスト管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 
 

  

① 

② 
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6. リクエストの一覧を出力する場合、Multi-Admin リクエスト管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力する

ことが可能です。この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 
 

7. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、Multi-Admin リクエスト管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チ

ェックボックスにチェックを変更することで、管理画面に表示する情報の選択をすることが可能です。 

 
 

8. 管理画面に表示するジョブを選択する場合、Multi-Admin リクエスト管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが

表示されます。値を入力し、[ ] をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 
 

  

① 

② 
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9. 自分に向けられたリクエストのみを表示する場合、Multi-Admin リクエスト管理画面より[マイ承認]をクリックして表示するこ

とが可能です。 

 
 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  93 

11.5.2. Multi-Admin リクエスト 操作 

11.5.2.1. マルチ管理者承認 申請 

マルチ管理者承認の申請は、マルチ管理者承認のルールに含まれるものだけが対象となります。 

ルールに含まれる操作を行った場合、作業者の操作後に承認者によって申請が承認されるのを待ち、作業者が再度同じ操作

を行うことにより、操作が完結します。 

ルールに含まれない操作は作業者本人のみで完結します。 

マルチ管理者承認の設定については、「14.2.15. マルチ管理者承認」を参照してください。 

 

例として、「ボリュームの削除をマルチ管理者承認ルールに含めた場合の操作の違い」について以下に示します。 
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11.5.2.2. マルチ管理者承認 リクエスト承認 

1. 承認グループのユーザで System Manager にログインします。 

 
 

2. [イベントとジョブ]>[Multi-Admin リクエスト]をクリックします。 

 

 

3. 対象のリクエストを選択し、[ ]>[承認]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 

① 

② 
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4. 内容を確認し、[承認]をクリックします。 

 
 

5. 「リクエストが承認されました。」と表示されることを確認します。 
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11.5.2.3. マルチ管理者承認 リクエスト却下 

1. 承認グループのユーザで System Manager にログインします。 

 
 

2. [イベントとジョブ]>[Multi-Admin リクエスト]をクリックします。 

 

 

3. 対象のリクエストを選択し、[ ]>[却下]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  97 

4. 内容を確認し、[却下]をクリックします。 

 
 

5. 「要求が拒否されました。」と表示されることを確認します。 
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11.5.2.4. マルチ管理者承認 リクエスト削除 

1. 承認グループのユーザで System Manager にログインします。 

 
 

2. [イベントとジョブ]>[Multi-Admin リクエスト]をクリックします。 

 

 

3. 対象のリクエストを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 

① 

② 
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4. 内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 
 

5. 「要求が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  100 

12. 保護 

12.1. 概要 

1. [保護]>[概要]をクリックします。 

 

 

  

① 
② 
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2. 保護概要の管理画面が表示されます。 
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12.1.1. クラスタ間の設定（ネットワークインターフェイスの追加） 

本章は、保護概要の管理画面におけるクラスタ間 LIF の作成手順について記載しています。 

 

1. 保護概要の管理画面より、[ネットワークインターフェイスの追加]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

IPSPACE クラスタ間 LIF の IPspace を指定します。 

サブネット クラスタ間 LIF のサブネットを指定します。サブネットが作成されている場合に表示され

ます。 

 ポート クラスタ間 LIF のホームポートを指定します。サブネットを指定した場合に表示されま

す。 

IP アドレス クラスタ間 LIF の IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク クラスタ間 LIF サブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ クラスタ間 LIF を設定するゲートウェイを指定します。クラスタ間 LIF を指定すると、ゲ

ートウェイが自動的に入力されます。 

ブロードキャストドメインとポート クラスタ間 LIF のブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 12.1.2.9 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネット

を使用する 

サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するクラスタ間 LIF のサブネットが自動的に入力されま

す。 

次のインターフェイスに同じサブネット

マスクとゲートウェイを使用する 

次に設定するクラスタ間 LIF に同じサブネットマスクとゲートウェイを使用する場合に指

定します。 

次のインターフェイスに同じサブネット

マスク、ゲートウェイ、ブロードキャスト

ドメインを使用する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するクラスタ間 LIF のサブネットマスクとゲートウェイ、ブ

ロードキャストドメインが自動的に入力されます。 

 

3. 「ネットワークインターフェイスが追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

4. クラスタ間 LIF は SnapMirror や SnapVault を設定する両クラスタにて設定してください。 
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12.1.2. クラスタピア 

12.1.2.1. クラスタピア 管理 

1. ソースクラスタにて、保護概要の管理画面より、[ ]>[クラスタピアの管理]をクリックします。 

 
 

2. クラスタピア管理画面が表示されます。 

 

 

  

① 

② 
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3. クラスタピア管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 

 

4. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、クラスタピア管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスに

チェックを変更することで、管理画面に表示する情報の選択をすることが可能です。 

 

 

5. 管理画面に表示するクラスタピアを選択する場合、クラスタピア管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示さ

れます。値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 
 

 

  

① 

② 

① 

② 
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12.1.2.2. クラスタピア 作成 

前提条件として、クラスタ間 LIF をソースクラスタ・デスティネーションクラスタともに設定済みである必要があります。クラスタ間

LIF の設定を行う場合は、「12.1.1. クラスタ間の設定（ネットワークインターフェイスの追加）」を参照してください。 

 

1. ソースクラスタにて、クラスタピア管理画面より、[＋ピアクラスタ]をクリックします。 

 

 

2. 以下の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

IPSPACE ソースクラスタの IPspace を指定します。 

STORAGE VM の権限 デスティネーションクラスタとのピアリングを有効にする SVM を指定します。 
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3. [リモートクラスタを起動]をクリックします。 

※なお、本手順は、操作端末がデスティネーションクラスタへ接続可能である場合のみ実施できます。 

※操作端末からデスティネーションクラスタへ接続が不可である場合、「12.1.2.3. パスフレーズの生成」を参照し、デスティネーシ

ョンクラスタで別途パスフレーズを生成し、項番 7 から手順を進めてください。 

 

 

4. 以下の情報を入力し、[開始]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

リモートクラスタの IP アドレス デスティネーションクラスタの IP アドレス（クラスタ管理 LIF）を指定します。 

リモートクラスタのバージョン デスティネーションクラスタの ONTAP バージョンを指定します。 
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5. デスティネーションクラスタのサインイン画面が表示されるため、クラスタ管理ユーザ名/パスワードを入力し、[サインイン]をクリ

ックします。 

※セキュリティリスクまたはプライバシーエラーが表示された場合は「4.1 サインイン」項番 4 を参照してください。 

 

 

6. デスティネーションクラスタにて、パスフレーズの生成画面が表示されます。以下の表の情報を入力し、「生成されたパスフレ

ーズをコピー」の[ ]をクリックしてパスフレーズをコピーします。 

※この時、デスティネーションクラスタにおいてクラスタピア対象の IPspace にクラスタ間 LIF が未設定の場合、クラスタ間 LIF

の設定画面が表示されますので、設定値を入力後「保存して続行」をクリックします。設定値については「12.1.1. クラスタ

間の設定（ネットワークインターフェイスの追加）」を参照してください。 

 
デスティネーションクラスタにクラスタ間 LIF が未設定の場合 
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デスティネーションクラスタに クラスタ間 LIF 設定済みの場合 

 

設定項目 説明 

IPSPACE クラスタ間 LIF の IPspace を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されま

す。新しい IPspace にクラスタ間 LIF を作成する場合は下記クラスタ間 LIF の設定

が必要です。 

 サブネット クラスタ間 LIF のサブネットを指定します。サブネットが作成されている場合に表示され

ます。 

 ポート クラスタ間 LIF のポートを指定します。サブネットを指定した場合に表示されます。 

IP アドレス クラスタ間 LIF の IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク クラスタ間 LIF サブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ クラスタ間 LIF を設定するゲートウェイを指定します。クラスタ間 LIF を指定すると、ゲ

ートウェイが自動的に入力されます。 

ブロードキャストドメインとポート クラスタ間 LIF のブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 12.1.2.9 章を参照してください。 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  110 

設定項目 説明 

次のインターフェイスに同じサブネッ

トを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するクラスタ間 LIF のサブネットが自動的に入力されま

す。 

次のインターフェイスに同じサブネッ

トマスク、ゲートウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するクラスタ間 LIF のサブネットマスクとゲートウェイが自

動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネッ

トマスク、ゲートウェイ、ブロードキャ

ストドメインを使用する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するクラスタ間 LIF のサブネットマスクとゲートウェイ、ブ

ロードキャストドメインが自動的に入力されます。 

Storage VM の権限 自動的ピアリングを有効にさせる SVM を指定します。 

有効期間 有効期間を指定します。 

リモートクラスタのバージョン ピアリング相手であるクラスタのバージョンを指定します。 

 

7. ソースクラスタの操作画面に戻り、「パスフレーズ」の欄にコピーしたパスフレーズをペーストします。 

クラスタ間ネットワークインターフェイスの IP アドレスが入力されていることを確認し、[クラスタピアリングの開始]をクリックしま

す。 

 
 

  

① 

② 

③ 
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8. 「クラスタピア関係が作成されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.2.3. パスフレーズの生成 

本章は、クラスタのピアリングにおけるパスフレーズの生成について記載しています。 

本手順を使用して生成されたパスフレーズを使用してパスフレーズを更新すると、クラスタピア関係は自動的に暗号化されます。 

 

1. クラスタピア管理画面より、対象のクラスタピアを選択し、[パスフレーズの生成]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、「生成されたパスフレーズをコピー」の[ ]をクリックしてパスフレーズをコピーします。 

※この時、ローカルクラスタに有効なクラスタ間 LIF がない場合、クラスタ間 LIF の設定画面が表示されますので、設定値を

入力後「保存して続行」をクリックします。設定値については「12.1.1. クラスタ間の設定（ネットワークインターフェイスの追

加）」を参照してください。 

 
操作クラスタに有効なクラスタ間 LIF がない場合 

① 

② 
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有効なクラスタ間 LIF がある場合 

 

 

設定項目 説明 

IPSPACE クラスタ間 LIF の IPspace を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されま

す。新しい IPspace にクラスタ間 LIF を作成する場合は下記クラスタ間 LIF の設定

が必要です。 

 サブネット クラスタ間 LIF のサブネットを指定します。サブネットが作成されている場合に表示され

ます。 

 ポート クラスタ間 LIF のポートを指定します。サブネットを指定した場合に表示されます。 

IP アドレス クラスタ間 LIF の IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク クラスタ間 LIF サブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ クラスタ間 LIF を設定するゲートウェイを指定します。クラスタ間 LIF を指定すると、ゲ

ートウェイが自動的に入力されます。 
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設定項目 説明 

ブロードキャストドメイン クラスタ間 LIF のブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 12.1.2.9 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネッ

トを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するクラスタ間 LIF のサブネットが自動的に入力されま

す。 

次のインターフェイスに同じサブネッ

トマスク、ゲートウェイを使用する 

次に設定するクラスタ間 LIF に同じサブネットマスクとゲートウェイを使用する場合に指

定します。 

次のインターフェイスに同じサブネッ

トマスク、ゲートウェイ、ブロードキャ

ストドメインを使用する 

次に設定するクラスタ間 LIF に同じサブネットマスク、ゲートウェイ、ブロードキャストドメ

インを使用する場合に指定します。 

Storage VM の権限 自動的ピアリングを有効にさせる SVM を指定します。 

有効期間 有効期間を指定します。 

リモートクラスタのバージョン ピアリング相手であるクラスタのバージョンを指定します。 

 

3. [閉じる]をクリックします。 

 
 

4. コピーしたパスフレーズを使用してパートナークラスタでパスフレーズの更新をすることにより、ピアリングが完了します。パスフレー

ズの更新については「12.1.2.4. パスフレーズの更新」を参照してください。 
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12.1.2.4. パスフレーズの更新 

1. ローカルクラスタにて、クラスタピア管理画面より、対象のクラスタピアを選択し、[  ]>[パスフレーズの更新]をクリックします。 

 

 

2. 「12.1.2.3. パスフレーズの生成」でコピーしたパスフレーズを張り付け、または自分で作成したパスフレーズを入力し、[保

存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 手順 

「12.1.2.3. パスフレーズの生成」でコピーしたパス

フレーズ 

クラスタピアを暗号化する 項番 5 へ進んでください 

自分で作成したパスフレーズ クラスタピアの暗号化/非暗号化を選択可 項番 3 へ進んでください 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  116 

3. 自分で作成したパスフレーズを使用する場合、[はい]または[いいえ]をクリックします。 

クラスタピア関係を暗号化する場合：はい 

クラスタピア関係を暗号化しない場合：いいえ 

 

 

4. [保存]をクリックします。 

 

 

5. 「パスフレーズが更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

6. パートナークラスタにサインインし、項番 1～5 を実行します。 

 

7. 両クラスタにて、認証ステータスが「OK」となっていること、暗号化設定が正しいことを確認します。 

 ① ② 
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12.1.2.5. Storage VM の権限の編集 

1. ソースクラスタにて、クラスタピア管理画面より、対象のクラスタピアを選択し、[Storage VM の権限の編集]をクリックしま

す。 

 
 

2. 以下の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

Storage VM の権限 自動的ピアリングを有効にさせる SVM を指定します。 

 

3. 「ピアクラスタの Storage VM の権限が更新されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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12.1.2.6. クラスタピア 変更 

1. クラスタピア管理画面より、対象のクラスタピアを選択し、[  ]>[クラスタピアを編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ピア名 クラスタピアの名前を指定します。 

IPSPACE IPspace を指定します。 

ピアクラスタのクラスタ間ネットワークインターフェイスの IP アドレス ピアクラスタのクラスタ間 LIF を指定します。 

 

3. 「クラスタピアが更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

① 

② 
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12.1.2.7. クラスタピア 削除 

1. ローカルクラスタのクラスタピア管理画面より、対象のクラスタピアを選択し、[  ]>[削除]をクリックします。 

 
 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
 

3. 「クラスタピアが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

4. パートナークラスタにサインインし、項番 1～3 を実行します。 

 

  

① 

② 

① 

② 
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12.1.2.8. クラスタピア 暗号化/非暗号化 

1. 暗号化を有効または無効にする場合、ローカルクラスタのクラスタピア管理画面より、対象のクラスタピアを選択し、赤枠部の

スイッチをクリックします。 

 
暗号化が有効である状態 

 
暗号化が無効である状態 

 

2. 「生成されたパスフレーズをコピー」の欄のパスフレーズをコピーし、[閉じる]をクリックします。 

 
無効化する場合 

① 

② 

① 

② 

有効化する場合 
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3. パートナークラスタにサインインし、クラスタピア管理画面より、対象のクラスタピアを選択し、[パスフレーズの更新]をクリックし

ます。 

 

 

4. 項番 2 でコピーしたパスフレーズを張り付け、[保存]をクリックします。 

 

 

5. 以下画面が表示された場合、[はい]または[いいえ]をクリックします。 

暗号化を有効にする場合：はい 

暗号化を無効にする場合：いいえ 

 

 

  

① 

② 
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6. [保存]をクリックします。 

 

 

7. 「パスフレーズが更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

8. 両クラスタにて、暗号化が有効または無効になっていることを確認します。 

 
暗号化が有効である状態 

 

 
暗号化が無効である状態 
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12.1.2.9. <参考資料>ブロードキャストドメインとポートの指定手順 

ブロードキャストドメインとポートは以下 2 つの方法で指定できます。 

 

方法１ 

① [ ]をクリックしてブロードキャストドメインを指定します。ホームポートは自動的に選択されます。 

 
 

方法 2 

① [ ]をクリックします。 

※SMB/CIFS 構成の場合、SVM のホームポートは選択できません。 

 

 

② 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。 

ホームポート ブロードキャストドメインに含まれるポートから、LIF のホームポートを指定します。 

「ホームポートを自動的に選択する（推奨）」を選ぶと、ONTAP が推奨のポートを自動的に選

択します。 
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12.1.3. メディエーター 

本章は、メディエーターの設定について記載しています。前提条件としてクラスタピアが設定済みである必要があります。クラスタ

ピアの設定を行う場合は、「12.1.2.2. クラスタピア 作成」を参照してください。 

 

12.1.3.1. メディエーター 作成 

1. 保護概要の管理画面より、「メディエーター」の[設定]をクリックします。 

 

 

2. [追加]をクリックします。 
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3. 以下の情報を入力し、Enter キーをクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

IP アドレス メディエーターの IP アドレスを指定します。 

ユーザ名 メディエーターのユーザ名を指定します。 

パスワード メディエーターのパスワードを指定します。 

ポート 使用するポートを指定します。デフォルトは 31784 です。 

クラスタピア ローカルクラスタの自動フェイルオーバー先となるリモートクラスタを指定します。 

証明書 メディエーターの証明書を指定します。 

 

4. 「ONTAP メディエーターが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.3.2. メディエーター 削除 

1. 保護概要の管理画面より、「メディエーター」の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 対象のメディエーターを選択し、[  ]>[削除]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 「ONTAP メディエーターが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.4. Storage VM ピア 

12.1.4.1. Storage VM ピア 管理 

1. 保護概要の管理画面より、[ ]>[Storage VM ピアの管理]をクリックします。 

 

 
 

2. Storage VM ピア管理画面が表示されます。 

 
 

3. Storage VM ピア管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 

① 

② 

① 

② 
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4. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、Storage VM ピア管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェック

ボックスにチェックを変更することで、管理画面に表示する情報の選択をすることが可能です。 

 

 

5. 管理画面に表示する Storage VM ピアを選択する場合、Storage VM ピア管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検

索バーが表示されます。値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能で

す。 

 

 

 

  

① 

② 
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12.1.4.2. Storage VM ピア 作成 

本章は、保護概要の管理画面におけるクラスタ間 SVM ピア関係の作成手順について記載しています。 

本章を実施する前に、ソースクラスタとデスティネーションクラスタ間でクラスタピアが設定済みである必要があります。クラスタピア

の設定を行う場合は、「12.1.2.2. クラスタピア 作成」を参照してください。 

 

1.  Storage VM ピア管理画面より、[Storage VM のピアリング]をクリックします。 

 
 

2. 以下の情報を入力し、[Storage VM のピアリング]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ローカル ローカルクラスタ側の設定をします。 

 STORAGE VM クラスタ間 SVM ピアを有効にするローカル SVM を指定します。 

リモート リモートクラスタ側の設定をします。 

 クラスタ クラスタ間 SVM ピアを有効にするリモートクラスタを指定します。 

STORAGE VM クラスタ間 SVM ピアを有効にするリモート SVM を指定します。 
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3. 「Storage VM ピア関係が作成されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.4.3. Storage VM ピア 削除 

1.  Storage VM ピア管理画面より、対象の SVM ピアの[  ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. [削除]をクリックします。 

 

 

3. 「Storage VM ピア関係が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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12.1.5. ボリュームの保護 

1. 保護概要の管理画面より、[ボリュームの保護]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保護]をクリックし、項番 5 へ進んでください。 

詳細に設定する場合は、[その他のオプション]をクリックしてください。 
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設定項目 説明 

ソースボリューム 保護するボリューム名を指定します。 

デスティネーション クラスタ デスティネーションクラスタ名を指定します。 

デスティネーション STORAGE VM デスティネーション側の SVM 名を指定します。 

 

3. 項番 2 でボリュームを選択していた場合、以下の画面が表示されます。[OK]をクリックすると次の画面でボリュームを再度指

定することができます。[キャンセル]で前画面に戻ります。 

 

 

4. ソースボリューム(保護するボリューム)にチェックを入れ、[続行]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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5. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。作成したポリシーを指定することも可能です。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）で使用されてい

たポリシーを表示する場合に指定します。 

保護ポリシーが「クラウドにバックアップ」>「DailyBackup」以外の場合 

 クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

 STORAGE VM デスティネーション SVM を指定します。 

 ボリューム名 デスティネーションボリューム名を指定します。 

 プレフィックス ボリューム名の接頭語を指定します。ソースボリュームを複数指定した場合に表示されます。 

 サフィックス ボリューム名の接尾語を指定します。ソースボリュームを複数指定した場合に表示されます。 

 パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルの有効/無効を指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

 パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れない場合、パフ

ォーマンスサービスレベルは設定されません。 

 関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う場合、指定しま

す。 

 転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを設定する場合

に指定します。プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

 デスティネーション

Snapshot をロックする 

SnapLock を使用して Snapshot をロックし削除できないようにする場合に指定します。

設定には事前に SnapLock コンプライアンスクロックが初期化されている必要があります。 

 Fabricpool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

  FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

保護ポリシーが「クラウドにバックアップ」>「DailyBackup」の場合 

 SnapMirror クラウド API 

ライセンスキー 

SnapMirror クラウド API ライセンスキーを貼り付けます。 

クラウドにバックアップ- DailyBackup ポリシーを選択した時に表示されます。 

 

6. 「関係が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.6. ボリュームをクラウドにバックアップ 

本機能は、SnapMirror を使用したオブジェクトストレージへのデータバックアップ機能を提供します。 

ご利用には、NetApp サポートサイトで SnapMirror Cloud API ライセンスキーを生成する必要があります。 

本手順書でのライセンスキー生成ならびに SnapMirror クラウド機能の操作手順については割愛いたします。 

参考 URL: https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_dp_back_up_to_cloud.html 

 

 
 

  

https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_dp_back_up_to_cloud.html
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12.1.7. ビジネス継続性のための保護 

本章は整合グループの保護（SnapMirror アクティブ同期）について記載します。 

SnapMirror アクティブ同期は AFF クラスタまたは All SAN Array（ASA）クラスタでサポートされます。AFF と ASA の混在

はサポートされていません。サポートするプロトコルは iSCSI と FC です。 

その他の条件については下記 URL を参照してください。 

参考 URL： 

https://docs.netapp.com/ja-

jp/ontap/smbc/smbc_plan_prerequisites.html#%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%

A6%E3%82%A7%E3%82%A2 

 

本作業はソースクラスタにて実施してください。 

 

1. 保護概要の管理画面より、[ビジネス継続性のための保護]をクリックします。 

 

  

https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/smbc/smbc_plan_prerequisites.html#%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/smbc/smbc_plan_prerequisites.html#%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/smbc/smbc_plan_prerequisites.html#%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2
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2. 以下の項目を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

ソース ソースクラスタ側の設定をします。 

 STORAGE VM ソース SVM を指定します。 

整合性グループ 保護する整合グループを指定します。 

 既存 既存の整合グループを保護する場合に指定します。 

  整合グループ 保護対象となる既存の整合グループを指定します。 

 新規 新規の整合グループを保護する場合に指定します。 

 名前 整合グループの名前を指定します。 

 ボリューム 整合グループに含むボリュームを指定します。 

 ホスト情報  

  イニシエータグループのレプリケ

ート 

イニシエータグループをデスティネーションへレプリケートする場合に指定します。 

チェックを入れると未レプリケートのイニシエータグループのみがレプリケートされます。 

  近接設定の編集 ホストに最も近い SVM を指定し、データパス最適化とレイテンシ削減をはかる場合にク

リックします。 

保護ポリシーで AutomatedFailOverDuplex を選択した時のみ表示されます。 

設定を行う場合は項番 3 を参照してください。 

デスティネーション デスティネーションクラスタ側の設定をします。 

 クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション SVM 名を指定します。 

整合性グループ デスティネーション整合性グループ名を指定します。 

ボリューム名 デスティネーションボリューム名を指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れない場合、

パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う場合、指定

します。 

 Fabricpool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

  FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 
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3. イニシエータグループの近接設定を行う場合、[近接設定の編集]をクリックします。 

 

 

4. 以下の画面が表示されるので、イニシエータの近接先を選択し、[保存]をクリックします。 

 

① 

② 

③ 
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設定項目 説明 

ソース ホストに最も近いイニシエータをソース SVM とする場合に指定します。 

デスティネーション ホストに最も近いイニシエータをデスティネーション SVM とする場合に指定します。 

両方 ホストに最も近いイニシエータをソース SVM またはデスティネーション SVM とする場合に指定します。 

なし 近接設定を行わない場合に指定します。 

 

5. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

6. 「The relationship was added.～（以下略）」と表示されることを確認します。  

整合グループに LUN が含まれている場合、項番 7 以降の手順を実施してください。 

 

 
 

7. デスティネーションクラスタにサインインし、[ストレージ]>[LUNs]をクリックします。 

 

 

① 

② 
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8. LUN 管理画面にて、保護した整合グループに含まれていた LUN を選択し、[  ]>[編集]をクリックします。 

 
 

9. 設定するイニシエータグループにチェックを入れ、[変更を確認する]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 

① 

② 
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10. 内容を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

11. 「LUN が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.8. バケットの保護 

本章は ONTAP S3 のバケットの保護について記載します。 

本作業はソースクラスタにて実施してください。 

保護の前提条件として、ソースとデスティネーションの両 S3 サーバにて、ルートオブジェクトストアサーバユーザにアクセスキーとシ

ークレットキーが設定されている必要があります。これらの設定を行うには、CLI で”vserver object-store-server user 

regenerate-keys”を実行してください。 

 

1. 保護概要の管理画面より、[バケットを保護します]をクリックします。 
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2. 以下の項目を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

ソース SnapMirror 送信側の設定をします。 

 STORAGE VM ソース SVM を指定します。 

バケット 保護するバケットを指定します。 

S3 サーバ CA 証明書 デスティネーション SVM の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

デスティネーションで同じ証明書を利用する デスティネーション側で同じ CA 証明書を使用する場合にチェックします。 

デスティネーション SnapMirror 受信側の設定をします。 

 ターゲット SnapMirror の宛先を、ONTAP システムまたはクラウドストレージから指定し

ます。 

 ONTAP システムを導入 SnapMirror の宛先を ONTAP システムにする場合に指定します。 

 クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

S3 サーバ CA 証明書 ソース SVM の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

バケット名 デスティネーションバケット名を指定します。 

容量 バケットの容量を指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

クラウドストレージ SnapMirror の宛先をクラウドオブジェクトストアにする場合に指定します。 

 CLOUD OBJECT STORE の略 デスティネーションとなるクラウドオブジェクトストアを指定します。 

 

3. 「関係が追加されました。」と表示されることを確認します。  
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12.1.9. ローカルポリシー 

1. 保護概要の管理画面の赤枠内の画面にて、ローカルポリシー設定の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2.  ローカルポリシー管理画面が展開されます。 
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12.1.9.1. 保護ポリシー 

12.1.9.1.1. 保護ポリシー 管理 

1. ローカルポリシー管理画面にて、保護ポリシーの[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 保護ポリシー管理画面が表示されます。 
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3. [ ]をクリックすると、保護ポリシーの詳細情報が表示されます。 
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12.1.9.1.2. 保護ポリシー 作成 

1. 保護ポリシー管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. 保護ポリシーの追加画面が表示されます。ポリシータイプを選択します。 

 
 

設定項目 説明 

非同期 データの非同期レプリケーションを行います。 

データ転送のタイミングを指定する必要があります。 

同期 データの同期レプリケーションを行います。 

データの送信側と受信側は常に同じデータを持つことができます。 

継続的な オンプレミスまたはクラウドのオブジェクトストアに継続的にバックアップします。

ONTAP S3 オブジェクトストア内のバケットを保護することができます。 
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設定項目 説明 

ポリシータイプを「非同期」にする場合 項番 3 へ進んでください。 

ポリシータイプを「同期」にする場合 項番 7 へ進んでください。 

ポリシータイプを「継続的な」にする場合 項番 11 へ進んでください。 

 

3. ポリシータイプを「非同期」に指定する場合、以下の表に記載した情報を入力します。 

 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  154 

 

  

設定項目 説明 

ポリシー名 新しく作成する保護ポリシーの名前を指定します。 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

ポリシースコープ ポリシーの適用対象をクラスタ/Storage VM から選択します。 

 STORAGE VM ポリシースコープで Storage VM を選択した場合、対象の SVM を指定します。 

ポリシータイプ 非同期を指定します。コピーはバックアップや災害保護に使用できます。 

クラウドにバックアップ クラウドストレージにバックアップする場合に指定します。 

レガシーポリシータイプを使用します [高度なポリシーオプション]をクリックすると表示されます。ONTAP9.8 以前のバー

ジョンで使用されていたポリシーを表示する場合に指定します。 

 ボールトのみ バックアップ専用のポリシーを作成する場合に指定します。 

 ミラーのみ SnapMirror のみのポリシーを作成する場合に指定します。 

  最新の Snapshot のみをコピー 最新の Snapshot のみをコピーする場合に指定します。 

ソースから Snapshot を転送 Snapshot を送信側から受信側へ転送する場合に選択します。 

 転送スケジュール Snapshot を転送する際のスケジュールを指定します。 

ルール Snapshot を転送する際のルールを指定します。 

 一致する SnapMirror ラベル 転送対象とする SnapMirror ラベルを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

デスティネーション Snapshot の作成 デスティネーション側に新しい Snapshot を作成する場合に選択します。送信側と

は関係なく、設定した保持スケジュールと SnapMirror ラベルが使用されます。 

 ルール デスティネーション側に新しい Snapshot を作成する際のルールを指定します。 

 保持スケジュール スケジュールを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

SnapMirror ラベル SnapMirror ラベルを指定します。 

  SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

ネットワーク圧縮を有効にする ネットワーク圧縮を有効にする場合に選択します。 

Identity の保持 Snapshot 送信側の SVM の LIF やプロトコルの設定をコピーする場合に選択し

ます。 

 すべてのインターフェイスおよびプロトコ

ルを含める 

Snapshot 送信側の SVM の LIF およびプロトコル設定をコピーする場合に選択

します。 

ネットワークインターフェイスを除外 Snapshot 送信側の SVM の LIF をコピーしない場合に選択します。 

ネットワークインターフェイスとプロトコル

を除外 

Snapshot 送信側の SVM の LIF およびプロトコル設定をコピーしない場合に指

定します。 

すべてのソース Snapshot をコピー Snapshot 送信側の Snapshot をすべてコピーする場合に指定します。 

アーカイブを有効にします クラウドへのアーカイブを有効にする場合に指定します。「クラウドにバックアップ」にチ

ェックを入れた場合に表示されます。 

 アーカイブまでの時間 アーカイブするまでの時間を指定します。 
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4. ルールを追加する場合、[+追加]をクリックすると、自動的に追加されます。 

 

 

5. ルールを編集する場合、対象の欄をクリックすると、編集が可能になります。 

 

 

6. ルールを削除する場合、対象の欄にカーソルをあて、[  ]をクリックします。 

 

① 

② 

① 

② 
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7. ポリシータイプを「同期」に指定する場合、以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

ポリシー名 新しく作成する保護ポリシーの名前を指定します。 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

ポリシースコープ ポリシーの適用対象をクラスタ/Storage VM から選択します。 

 STORAGE VM ポリシースコープで Storage VM を選択した場合、対象の SVM を指定します。 

ポリシータイプ 同期を指定します。Snapshot の送信側と受信側は常に一致するデータを持つことができま

す。 

コピーを同期できない場合も

データサービスを継続する 

コピーを同期できない場合も送信側ストレージでクライアントアクセスを継続する場合に指定し

ます。問題が解消されると再同期します。 

プライマリコピーからのみ I/O

を提供 

両方のクラスタのコピーにアクセス可能にし、I/O は送信側ストレージでのみとする場合に指定

します。このポリシーは RTO ゼロを保証します。プライマリが停止した場合には、自動的にセカ

ンダリコピーにフェイルオーバーします。 

両方のコピーから I/O を提供 両方のクラスタのコピーにアクセスと I/O が可能で、双方向の同期を行う場合に指定します。

このポリシーは RTO ゼロを保証します。プライマリが停止した場合には、自動的にセカンダリコ

ピーにフェイルオーバーします。 

ルール Snapshot を転送する際のルールを指定します。 

 一致する SnapMirror ラ

ベル 

転送対象とする SnapMirror ラベルを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

 SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

 

8. ルールを追加する場合、[+追加]をクリックすると、自動的に追加されます。（同期タイプの場合、ルールは 1 つしか作成で

きません） 

 

 

  

① 

② 
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9. ルールを編集する場合、対象の欄をクリックすると、編集が可能になります。保持数は変更不可です。 

 

 

10. ルールを削除する場合、対象の欄にカーソルをあて、[  ]をクリックします。 
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11. ポリシータイプを「継続的な」に指定する場合、以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

ポリシー名 新しく作成する保護ポリシーの名前を指定します。 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

ポリシースコープ ポリシーの適用対象をクラスタ/Storage VM から選択します。 

 STORAGE VM ポリシースコープで Storage VM を選択した場合、対象の SVM を指定します。 

ポリシータイプ 「継続的な」を指定します。Snapshot の送信側と受信側は常に一致するデータを持つことが

できます。 

THROTTLE スループット/帯域幅の上限を指定します。 

目標復旧時点 リカバリポイントを指定します。 
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12. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

13. 「保護ポリシーが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.9.1.3. 保護ポリシー 変更 

1. 保護ポリシー管理画面より、対象の保護ポリシーを選択し、[ ]>[編集]を選択します。 

 

 

設定項目 説明 

ポリシータイプが「非同期」の保護ポリシーを変更する場合 項番 2 へ進んでください。 

ポリシータイプが「同期」の保護ポリシーを変更する場合 項番 6 へ進んでください。 

ポリシータイプが「継続的な」の保護ポリシーを変更する場合 項番 10 へ進んでください。 

 

  

① 

② 
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2. ポリシータイプが「非同期」の保護ポリシーを変更する場合、以下の表に記載した情報を入力します。表示される画面は、作

成時に設定した内容によって異なります。 
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設定項目 説明 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

ソースから Snapshot 転送 Snapshot を送信側から受信側へ転送する場合に選択します。 

 転送スケジュール Snapshot を転送する際のスケジュールを指定します。 

ルール Snapshot を転送する際のルールを指定します。 

 一致する SnapMirror ラベル 転送対象とする SnapMirror ラベルを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

デスティネーション Snapshot の作成 デスティネーション側に新しい Snapshot を作成する場合に選択します。送信側

とは関係なく、設定した保持スケジュールと SnapMirror ラベルが使用されます。 

 ルール デスティネーション側に新しい Snapshot を作成する際のルールを指定します。 

 保持スケジュール スケジュールを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

SnapMirror ラベル SnapMirror ラベルを指定します。 

ネットワーク圧縮を有効にする ネットワーク圧縮を有効にする場合に選択します。 

Identity の保持 Snapshot 送信側の SVM の LIF やプロトコルの設定をコピーする場合に選択

します。 

 すべてのインターフェイスおよびプロトコル

を含める 

Snapshot 送信側の SVM の LIF およびプロトコル設定をコピーする場合に選

択します。 

ネットワークインターフェイスを除外 Snapshot 送信側の SVM の LIF をコピーしない場合に選択します。 

ネットワークインターフェイスとプロトコル

を除外 

Snapshot 送信側の SVM の LIF およびプロトコル設定をコピーしない場合に指

定します。 

アーカイブを有効にします クラウドへのアーカイブを有効にする場合に指定します。 

 アーカイブまでの時間 アーカイブするまでの時間を指定します。 
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3. ルールを追加する場合、[+追加]をクリックすると、自動的に追加されます。 

 

 

4. ルールを編集する場合、対象の欄をクリックすると、編集が可能になります。 

 

 

5. ルールを削除する場合、対象の欄にカーソルをあて、[  ]をクリックします。 

 

① 

② 

① 

② 
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6. ポリシータイプが「同期」の保護ポリシーを変更する場合、以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

ルール Snapshot を転送する際のルールを指定します。 

 一致する SnapMirror ラベル 転送対象とする SnapMirror ラベルを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

 

7. ルールを追加する場合、[+追加]をクリックすると、自動的に追加されます。 

 
① 

② 
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8. ルールを編集する場合、対象の欄をクリックすると、編集が可能になります。 

 

 

9. ルールを削除する場合、対象の欄にカーソルをあて、[  ]をクリックします。 
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10. ポリシータイプが「継続的な」の保護ポリシーを変更する場合、以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

THROTTLE スループット/帯域幅の上限を指定します。 

目標復旧時点 リカバリポイントを指定します。 

 

11. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 
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12. 「保護ポリシーが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.9.1.4. 保護ポリシー 削除 

1. 保護ポリシー管理画面より、対象の保護ポリシーを選択し、[ ]>[削除]を選択します。 

 

 

2. 保護ポリシーが使用中の場合は以下メッセージが表示されます。[閉じる]をクリックし、設定状況を確認してください。 

 

 

3. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 

 

4. 「ポリシー「<保護ポリシー名>」が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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12.1.9.2. Snapshot ポリシー 

12.1.9.2.1. Snapshot ポリシー 管理 

1. ローカルポリシー管理画面にて、Snapshot ポリシーの[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Snapshot ポリシー管理画面が表示されます。 
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3. [ ]をクリックすると、Snapshot ポリシーの詳細情報が表示されます。 
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12.1.9.2.2. Snapshot ポリシー 作成 

1. Snapshot ポリシー管理画面より、[+追加]を選択します。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

ポリシー名 Snapshot ポリシー名を指定します。 

ポリシースコープ ポリシーの適用対象をクラスタ/Storage VM から選択します。 

 STORAGE VM ポリシースコープで Storage VM を選択した場合、対象の SVM を指定します。 

スケジュール Snapshot ポリシーに設定するスケジュール名を指定します。 
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3. [+追加]をクリックすると、スケジュールが自動的に追加されます。 

 
 

4. スケジュールの内容を変更する場合、対象の欄をクリックし、以下の表に従って情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

①スケジュール名 プルダウンからスケジュールを選択します。各スケジュールについて確認する場合、

「12.1.9.3.1. スケジュール 管理」を参照してください。 

②Snapshot 最大数 Snapshot の最大数を変更できます。 

③SnapMirror ラベル SnapMirror ラベル名を変更できます。 

④SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

 

  

① ② ③ ④ 

① 

② 
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5. [保存]をクリックします。 

 

 

6. 「Snapshot ポリシー「<Snapshot ポリシー名>」が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.9.2.3. Snapshot ポリシー 変更 

1. Snapshot ポリシー管理画面より、対象の Snapshot ポリシーの[ ]>[編集]をクリックします。 

 
 

2. スケジュールを追加する場合は、[+追加]をクリックし、スケジュールを追加します。 

 

 

  

① 

② 
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3. スケジュールの内容を変更する場合は、対象の欄をクリックし、以下の表に従って情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

①スケジュール名 プルダウンからスケジュールを選択します。各スケジュールについて確認する場合、

「12.1.9.3.1. スケジュール 管理」を参照してください。 

②Snapshot 最大数 Snapshot の最大数を変更できます。 

③SnapMirror ラベル SnapMirror ラベル名を変更できます。 

④SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

 

4. スケジュールを削除する場合は、対象のスケジュールにカーソルをあて、[ ]をクリックします。 

 

① ② ③ ④ 
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5. [保存]をクリックします。 

 

 

6. 「Snapshot ポリシー「<Snapshot ポリシー名>」が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.9.2.4. Snapshot ポリシー 削除 

1. Snapshot ポリシー管理画面より、対象の Snapshot ポリシーの[ ]>[削除]をクリックします。 

 
 

2. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

※Snapshot ポリシーが使用中の場合は削除できません。 

 

 

3. 「Snapshot ポリシー「<Snapshot ポリシー名>」が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 
  

① 

② 
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12.1.9.2.5. Snapshot ポリシー 有効化/無効化 

 

操作 手順 

Snapshot ポリシーを無効化する場合 項番 1 へ進んでください 

Snapshot ポリシーを有効化する場合 項番 4 へ進んでください 

 

1. Snapshot ポリシーを無効化する場合、Snapshot ポリシー管理画面より対象の Snapshot ポリシーを選択し、 

[ ]>[無効化]をクリックします。 

 

 

2. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[無効化]をクリックします。 

 

 

3. 「Snapshot ポリシー「<Snapshot ポリシー名>」が無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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4. Snapshot ポリシーを有効化する場合、Snapshot ポリシー管理画面より対象の Snapshot ポリシーを選択し、 

[ ]>[有効化]をクリックします。 

 

 

5. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[有効化]をクリックします。 

 

 

6. 「Snapshot ポリシー「<Snapshot ポリシー名>」が有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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12.1.9.3. スケジュール 

12.1.9.3.1. スケジュール 管理 

1. ローカルポリシー管理画面にて、スケジュールの[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. スケジュール管理画面が表示されます。 
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12.1.9.3.2. スケジュール 作成 

1. スケジュール管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

スケジュール名 スケジュール名を指定します。 

コンテキスト スケジュールの適用対象をクラスタ/Storage VM から選択します。 

 STORAGE VM コンテキストで Storage VM を選択した場合、対象の SVM を指定します。 

スケジュールタイプ 間隔/Cron を指定します。 

 間隔 一定の間隔で実行される間隔ベースのスケジュールを作成します。 

 実行間隔 スケジュールの間隔を、日/時間/分で指定します。 

Cron 特定の時刻に実行される時間ベースのスケジュールを作成します。 

CRON スケジュールは下図のように指定してください。 

 
 

 

3. 「スケジュールが作成されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.9.3.3. スケジュール 変更 

1. スケジュール管理画面より、対象のスケジュールを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
【間隔ベースのスケジュールの場合】 

 

① 

② 
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【時間ベースのスケジュールの場合】 

 

設定項目 説明 

実行間隔 一定の間隔で実行される間隔ベースのスケジュールを作成します。 

日/時間/分で指定します。 

Cron 特定の時刻に実行される時間ベースのスケジュールを作成します。 

CRON スケジュールは下図のように指定してください。 

 

 

3. 「スケジュールが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.9.3.4. スケジュール 削除 

1. スケジュール管理画面より、対象のスケジュールを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

※スケジュールが何らかのポリシーで使用されている場合は削除できません。 

 

 

3. 「スケジュールが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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12.1.10. クラウドオブジェクトストア 

12.1.10.1. クラウドオブジェクトストア 管理 

1. 保護概要の管理画面の赤枠内の画面にて、クラウドオブジェクトストアの[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. クラウドオブジェクトストア管理画面が展開されます。 
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12.1.10.2. クラウドオブジェクトストア 作成 

本章では、ONTAP S3 のバケットを利用し、クラウドオブジェクトストアを作成します。 

作成の前提条件は以下の通りです。 

・ONTAP S3 サーバ（SVM）が存在すること 

・ONTAP S3 サーバ（SVM）のバケットが存在すること 

・ONTAP S3 サーバ（SVM）が DNS に登録されていること 

ONTAP S3 の設定については「9.10.8.8.2 S3 設定」を、バケットの設定については「9.7.2. バケット作成」を参照してくださ

い。また、アグリゲートにクラウド階層を割り当てた場合、割り当て解除にはアグリゲートを再度作成する必要があります。 

 

1. 保護概要の管理画面の赤枠内の画面にて、クラウドオブジェクトストアの[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. クラウドオブジェクトストア管理画面にて、[追加]>[ONTAP S3]をクリックします。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 
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設定項目 説明 

名前 クラウド階層の名前を指定します。 

オブジェクトストアのスコープ オブジェクトストアのスコープをクラスタ/Storage VM から指定します。 

 クラスタ スコープをクラスタにする場合に指定します。 

 STORAGE VM スコープで Storage VM を選択した場合、対象の SVM を指定します。 

サーバ名（FQDN） ONTAP S3 サーバ（SVM）名を完全修飾ドメイン名で指定します。 

例：SVMS3.demo.netapp.com 

SSL SSL の有効化/無効化を指定します。 

 オブジェクトストアの証明書 オブジェクトストアへの接続を確立させる際に SSL 証明書検証を有効にするかどうか

を指定します。 

 証明書 オブジェクトストアの証明書の内容をコピーして入力します。 

共通名（オプション） 共通名（コモンネーム）を指定します。 

ポート ポート番号を指定します。 

アクセスキー ONTAP S3 サーバ（SVM）のアクセスキーID を指定します。 

シークレットキー ONTAP S3 サーバ（SVM）のシークレットキーを指定します。 

バケット名 ONTAP S3 サーバ（SVM）コンテナ名を指定します。 

Cloud Object Store のネットワー

ク 

クラスタ間 LIF を指定します。すでにクラスタ間 LIF が設定されている場合は、その

値が表示されます。新しい IPspace にクラスタ間 LIF を作成する場合は下記クラス

タ間 LIF の設定が必要です。 

 IPSPACE クラスタ間 LIF の IPspace を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されま

す。 

サブネット クラスタ間 LIF のサブネットを指定します。サブネットが作成されている場合に表示さ

れます。 

 ポート クラスタ間 LIF のポートを指定します。サブネットを指定した場合に表示されます。 

次のインターフェイスに同じサブネ

ットを使用します 

次に設定するクラスタ間 LIF に同じサブネットを使用する場合に指定します。サブネ

ットを指定した場合に表示されます。 

IP アドレス クラスタ間 LIF の IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク クラスタ間 LIF サブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ クラスタ間 LIF を設定するゲートウェイを指定します。クラスタ間 LIF を指定すると、

ゲートウェイが自動的に入力されます。 

ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 12.1.10.5 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネ

ットマスクとゲートウェイを使用す

る 

次に設定するクラスタ間 LIF に同じサブネットマスクとゲートウェイを使用する場合に

指定します。ブロードキャストドメインが複数ある場合に表示されます。 

次のインターフェイスに同じサブネ

ットマスク、ゲートウェイ、ブロード

キャストドメインを使用する 

次に設定するクラスタ間 LIF に同じサブネットマスク、ゲートウェイ、ブロードキャストド

メインを使用する場合に指定します。 

HTTP プロキシを使用する HTTP プロキシを使用する場合、指定します。 

 サーバ プロキシサーバの完全修飾ドメイン名または IP アドレスを指定します。 
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設定項目 説明 

 ポート プロキシサーバのポート番号を指定します。 

 

4. オブジェクトストア証明書を指定しない場合、以下のメッセージが表示されます。内容に問題がなければ、[OK]をクリックしま

す。 

 

 

5. 「クラウドオブジェクトストアが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.10.3. クラウドオブジェクトストア 変更 

本章では、ONTAP S3 のバケットを利用し作成したクラウドオブジェクトストアの設定を変更します。 

 

1. 保護概要の管理画面の赤枠内の画面にて、クラウドオブジェクトストアの[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. クラウドオブジェクトストア管理画面にて、対象のクラウドオブジェクトストアを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 
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設定項目 説明 

名前 クラウド階層の名前を指定します。 

サーバ名（FQDN） ONTAP S3 サーバ（SVM）名を完全修飾ドメイン名で指定します。 

例：SVM_S3.demo.netapp.com 

SSL SSL の有効化/無効化を指定します。 

 オブジェクトストアの証明書 オブジェクトストアへの接続を確立させる際に SSL 証明書検証を有効にするかどうかを

指定します。 

 証明書 オブジェクトストアの証明書の内容をコピーして入力します。 

共通名（オプション） 共通名（コモンネーム）を指定します。 

ポート ポート番号を指定します。 

アクセスキー ONTAP S3 サーバ（SVM）のアクセスキーID を指定します。 

シークレットキー ONTAP S3 サーバ（SVM）のシークレットキーを指定します。 

Cloud Object Store のネットワー

ク 

クラスタ間 LIF を指定します。すでにクラスタ間 LIF が設定されている場合は、その値

が表示されます。 

 IPSPACE クラスタ間 LIF の IPspace を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されま

す。変更先の IPspace にクラスタ間 LIF がない場合は設定が必要です。 

 サブネット クラスタ間 LIF のサブネットを指定します。サブネットが作成されている場合に表示され

ます。 

  ポート クラスタ間 LIF のポートを指定します。サブネットを指定した場合に表示されます。 

 次のインターフェイスに同じサブネッ

トを使用します 

次に設定するクラスタ間 LIF に同じサブネットを使用する場合に指定します。サブネット

を指定した場合に表示されます。 

 IP アドレス クラスタ間 LIF の IP アドレスを指定します。 

 サブネットマスク クラスタ間 LIF サブネットマスクを指定します。 

 ゲートウェイ クラスタ間 LIF を設定するゲートウェイを指定します。クラスタ間 LIF を指定すると、ゲ

ートウェイが自動的に入力されます。 

 ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 12.1.10.5 章を参照してください。 

 次のインターフェイスに同じサブネッ

トマスクとゲートウェイを使用する 

次に設定するクラスタ間 LIF に同じサブネットマスクとゲートウェイを使用する場合に指

定します。ブロードキャストドメインが複数ある場合に表示されます。 

 次のインターフェイスに同じサブネッ

トマスク、ゲートウェイ、ブロードキャ

ストドメインを使用する 

次に設定するクラスタ間 LIF に同じサブネットマスク、ゲートウェイ、ブロードキャストドメ

インを使用する場合に指定します。 

HTTP プロキシを使用する HTTP プロキシを使用する場合、指定します。 

 サーバ プロキシサーバの完全修飾ドメイン名または IP アドレスを指定します。 

 ポート プロキシサーバのポート番号を指定します。 
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4. オブジェクトストア証明書を指定しない場合、以下のメッセージが表示されます。内容に問題がなければ、[OK]をクリックしま

す。 

 
 

5. 「クラウドオブジェクトストアが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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12.1.10.4. クラウドオブジェクトストア 削除 

本章では、ONTAP S3 のバケットを利用し作成したクラウドオブジェクトストアを削除します。 

 

1. 保護概要の管理画面の赤枠内の画面にて、クラウドオブジェクトストアの[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. クラウドオブジェクトストア管理画面にて、対象のクラウドオブジェクトストアを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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3. 内容を確認しチェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
 

4. 「クラウドオブジェクトストアが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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12.1.10.5. <参考資料>ブロードキャストドメインとポートの指定手順 

ブロードキャストドメインとポートは以下 2 つの方法で指定できます。 

 

方法１ 

① [ ]をクリックしてブロードキャストドメインを指定します。ホームポートは自動的に選択されます。 

 
 

方法 2 

① [ ]をクリックします。 

※SMB/CIFS 構成の場合、SVM のホームポートは選択できません。 

 

 

② 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。 

ホームポート ブロードキャストドメインに含まれるポートから、LIF のホームポートを指定します。 

「ホームポートを自動的に選択する（推奨）」を選ぶと、ONTAP が推奨のポートを自動的に選

択します。 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  200 

12.1.11. Cloud Backup Service 

本機能は、Cloud Backup Service を使用したクラウドオブジェクトストレージへのデータバックアップを提供します。 

ご利用には、BlueXP でアカウント、コネクタを作成し、BlueXP の適切なライセンスを取得する必要があります。 

本手順書での BlueXP ならびに Cloud Backup Service の操作手順については割愛いたします。 

参考 URL：https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_cloud_backup_data_using_cbs.html 

 

 

 
 

  

https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/task_cloud_backup_data_using_cbs.html
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12.2. 保護関係 

12.2.1. 保護関係 管理 

1. [保護]>[関係]をクリックします。 

 

 

2. 保護関係の管理画面が表示されます。 

 

 

  

① 

② 
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3. [ ]をクリックすると、保護関係の詳細情報が表示されます。 
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12.2.2. 保護関係 作成 

12.2.2.1. ボリューム 

本章は、保護関係の管理画面におけるボリュームのミラーとバックアップの設定手順について記載しています。 

手順はデスティネーションクラスタにて実施してください。 

 

1. 保護関係の管理画面より、[保護]>[ボリューム]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。作成したポリシーを指定することも可能です。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）で使

用されていたポリシーを表示する場合に指定します。 

ソース ソースクラスタ側の設定をします。 

 クラスタ ソースクラスタを指定します。 

STORAGE VM ソース SVM を指定します。 

ボリューム ソースボリュームを指定します。 

デスティネーション デスティネーションクラスタ側の設定をします。 

 STORAGE VM デスティネーション SVM を指定します。 

ボリューム名 デスティネーションボリューム名を指定します。 

プレフィックス ボリューム名の接頭語を指定します。ソースボリュームを複数指定した場合に表示さ

れます。 

サフィックス ボリューム名の接尾語を指定します。ソースボリュームを複数指定した場合に表示さ

れます。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルの有効/無効を指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れない場

合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う場合、

指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを設定

する場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

デスティネーション Snapshot をロック

する 

SnapLock を使用して Snapshot をロックする場合に指定します。 

Fabricpool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

 

3. 「関係が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.2.2. Storage VM（ディザスタリカバリ） 

本章は、保護関係の管理画面における SVM のディザスタリカバリを設定する手順について記載しています。これにより SVM の

構成を相互にレプリケートし、プライマリサイトで災害が発生した場合に、デスティネーション SVM を迅速にアクティブ化することがで

きます。 

手順はデスティネーションクラスタにて実施してください。 

 

1. 保護関係の管理画面より、[保護]>[Storage VM(DR)]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

ポリシータイプが非同期である保護ポリシーのみ選択できます。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）で使用さ

れていたポリシーを表示する場合に指定します。 

ソース ソースクラスタ側の設定をします。 

 クラスタ ソースクラスタ名を指定します。 

STORAGE VM ソース SVM 名を指定します。 

デスティネーション ソースクラスタ側の設定をします。 

 STORAGE VM デスティネーション SVM 名を指定します。 

IPSPACE デスティネーションクラスタの IPspace を指定します。IPspace が複数ある場合に表

示されます。 

Identity 保持を無効にする Snapshot 送信側の SVM の LIF やプロトコルの設定をコピーする場合に選択しま

す。 

 すべてのインターフェイスおよび

プロトコルを含める 

Snapshot 送信側の SVM の LIF およびプロトコル設定をコピーする場合に選択しま

す。 

ネットワークインターフェイスを

除外 

Snapshot 送信側の SVM の LIF をコピーしない場合に選択します。 

ネットワークインターフェイスとプ

ロトコルを除外 

Snapshot 送信側の SVM の LIF およびプロトコル設定をコピーしない場合に指定し

ます。 

関係を初期化する 保護関係の初期化を実行する場合、指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを設定する

場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

 

3. 「関係が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.2.3. LUN 

本章は、保護関係の管理画面における LUN のミラーとバックアップの設定手順について記載しています。 

手順はデスティネーションクラスタにて実施してください。 

 

1. 保護関係の管理画面より、[保護]>[LUNs]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なります。 
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設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。作成したポリシーを指定することも可能です。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）で使用され

ていたポリシーを表示する場合に指定します。 

ソース ソースクラスタ側の設定をします。 

 クラスタ ソースクラスタを指定します。 

STORAGE VM ソース SVM を指定します。 

LUNS ソース LUN を指定します。 

デスティネーション デスティネーションクラスタ側の設定をします。 

 STORAGE VM デスティネーション SVM を指定します。 

ボリューム名 デスティネーションボリューム名を指定します。 

プレフィックス ボリューム名の接頭語を指定します。ソースボリュームを複数指定した場合に表示されま

す。 

サフィックス ボリューム名の接尾語を指定します。ソースボリュームを複数指定した場合に表示されま

す。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルの有効/無効を指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れない場合、

パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う場合、指定

します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを設定する場

合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

デスティネーション Snapshot を

ロックする 

SnapLock を使用して Snapshot をロックする場合に指定します。 

Fabricpool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

 

3. 「関係が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.2.4. 整合グループ 

本章は、保護関係の管理画面における整合グループのミラーとバックアップの設定手順について記載しています。 

手順はデスティネーションクラスタにて実施してください。 

 

1. 保護関係の管理画面より、[保護]>[整合グループ]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  213 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なります。 
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設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。作成したポリシーを指定することも可能です。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）で使

用されていたポリシーを表示する場合に指定します。 

ソース ソースクラスタ側の設定をします。 

 クラスタ ソースクラスタを指定します。 

STORAGE VM ソース SVM を指定します。 

整合性グループ 保護する整合グループを指定します。 

 既存 既存の整合グループを保護する場合に指定します。 

 整合グループ 保護対象となる既存の整合グループを指定します。 

新規 新規の整合グループを保護する場合に指定します。 

 名前 整合グループの名前を指定します。 

ボリューム 整合グループに含むボリュームを指定します。 

 ホスト情報  

  イニシエータグループのレプリケート イニシエータグループをデスティネーションへレプリケートする場合に指定します。 

保護ポリシーで AutomatedFailOver/AutomatedFailOverDuplex を選択

した時に表示されます。 

チェックを入れると未レプリケートのイニシエータグループのみがレプリケートされます。 

  近接設定の編集 ホストに最も近い SVM を指定し、データパス最適化とレイテンシ削減をはかる場合

にクリックします。 

保護ポリシーで AutomatedFailOverDuplex を選択した時のみ表示されます。 

設定を行う場合は項番 3 を参照してください。 

デスティネーション デスティネーションクラスタ側の設定をします。 

 STORAGE VM デスティネーション SVM を指定します。 

整合性グループ デスティネーション整合グループ名を指定します。 

ボリューム名 デスティネーションボリューム名を指定します。 

プレフィックス ボリューム名の接頭語を指定します。ソースボリュームを複数指定した場合に表示さ

れます。 

サフィックス ボリューム名の接尾語を指定します。ソースボリュームを複数指定した場合に表示さ

れます。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルの有効/無効を指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れない場

合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う場合、

指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを設定

する場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

Fabricpool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 
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設定項目 説明 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

 

3. イニシエータグループの近接設定を行う場合、[近接設定の編集]をクリックします。 
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4. 以下の画面が表示されるので、イニシエータの近接先を選択し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ソース ホストに最も近いイニシエータをソース SVM とする場合に指定します。 

デスティネーション ホストに最も近いイニシエータをデスティネーション SVM とする場合に指定します。 

両方 ホストに最も近いイニシエータをソース SVM またはデスティネーション SVM とする場合に指定します。 

なし 近接設定を行わない場合に指定します。 

 

5. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

③ 
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6. 「関係が追加されました。」と表示されることを確認します。 

整合グループに LUN が含まれており、保護ポリシーで AutomatedFailOver/AutomatedFailOverDuplex を選択し

ていた場合、項番 7 以降の手順を実施してください。 

 
 

7. デスティネーションクラスタにて、[ストレージ]>[LUNs]をクリックします。 

 

 

8. LUN 管理画面にて、保護した整合グループに含まれていた LUN を選択し、[  ]>[編集]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  218 

9. 設定するイニシエータグループにチェックを入れ、[変更内容を確認する]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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10. 内容を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

11. 既存のイニシエータグループのマッピングを解除する場合以下のメッセージが出るため、内容を確認し[OK]をクリックします。 

 

 

12. 「LUN が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.3. 保護関係 変更 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、保護関係の設定後かつ、「状態」が「ミラー済み」の場合から実施する場合の手順になります。また、変更できるの

は保護ポリシーのポリシータイプが非同期である保護関係のみです。 

 

1. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

ポリシータイプが非同期である保護ポリシーのみ選択できます。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）で使用されてい

たポリシーを表示する場合に指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを設定する場合

に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 
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3. 「関係が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.4. 保護関係 削除 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、保護関係の設定後かつ、「状態」が「ミラー済み」の場合から実施する場合の手順になります。 

 

1. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[削除]をクリックします。 

 
ボリュームや LUN の保護関係の場合 

① 

② 
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バケットの保護関係の場合 

 

 
整合グループの保護関係の場合 

設定項目 説明 

ソースボリュームのベース Snapshot を解放しま

す。 

ソースボリュームの Snapshot に関する情報を削除する場合に指定しま

す。 

ソース整合性グループのベース Snapshot を解放

します。 

ソース整合性グループの Snapshot に関する情報を削除する場合に指

定します。 
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3. 「関係が削除されました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.5. 保護関係 更新 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、保護関係の設定後かつ、「状態」が「ミラー済み」の場合から実施する場合の手順になります。以下に各操作での

手順について記載しています。 

 

1. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[更新]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

 

2. 必要に応じて以下の表の情報を入力し、[更新]をクリックします。 

 
SVM-DR の場合 

 

① 

② 
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整合グループの場合 

 

 
ボリュームまたは LUN の非同期の保護関係の場合 

 

設定項目 説明 

ポリシーに従う ソースボリュームとデスティネーションボリューム間で最新の Snapshot に基づく差分転送による更新

を行う場合に指定します。 

スナップショットの選択 ソースボリュームの任意の Snapshot を選択して更新する場合に指定します。 
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12.2.6. 保護関係 一時停止/再開 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、保護関係の設定後かつ、「状態」が「ミラー済み」の場合から実施する場合の手順になります。 

以下に各操作での手順について記載しています。 

操作 手順 

保護関係の一時停止をする場合 項番 1 へ進んでください 

保護関係の再開をする場合 項番 4 へ進んでください 

 

1. 保護関係の一時停止をする場合、保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[一時停止]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

 

2. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、［一時停止］をクリックします。 

 

① 

② 
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3. 「関係が一時停止されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

4. 保護関係の再開をする場合、保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、 [ ]>[再開]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。以下は LUN を非同期で保護している場合の選択肢です。 

 

 

5. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[再開]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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6. 「関係が再開されました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.7. 保護関係 リストア 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、保護関係の設定後かつ、「状態」が「ミラー済み」の場合から実施する場合の手順になります。 

 

1. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[リストア]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 
 

操作 手順 

ボリュームや LUN のリストアをする場合 項番 2 へ進んでください 

バケットのリストアをする場合 項番 3 へ進んでください 

 

  

① 

② 
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2. ボリュームや LUN のリストアをする場合、以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ボリュームがリストアされました ボリュームのリストア先を指定します。 

 ソースボリューム ボリュームのリストア先をソースボリュームにする場合に指定します。 

 Storage Efficiency を無効にします Storage Efficiency を無効にする場合に指定します。 

他のボリューム ボリュームのリストア先をソースボリューム以外にする場合に指定します。 

 クラスタ リストア先のクラスタを指定します。 

STORAGE VM リストア先の SVM を指定します。 

既存のボリューム リストア先を既存のボリュームにする場合に指定します。 

 ボリューム リストア先のボリュームを指定します。 

新しいボリュームを作成 新しいボリュームを作成し、リストア先とする場合に指定します。 

 新しいボリューム名を入力 ボリューム名を指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れ

ない場合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

ボリュームのリストア元 ボリュームのリストア元を指定します。 

 SNAPSHOT の選択 リストアに使用する Snapshot を選択します。 
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3. バケットのリストアをする場合、以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ソース バケットのリストア先を指定します。 

 既存のバケット 既存のバケットにリストアする場合に指定します。 

 クラスタ リストア先のクラスタを指定します。 

STORAGE VM リストア先の SVM を指定します。 

バケット リストア先のバケットを指定します。 

S3 サーバ CA 証明書 ソース SVM の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

デスティネーションで同じ証明書を利用

する。 

デスティネーション側で同じ CA 証明書を使用する場合にチェックします。 

 オブジェクトロックを有効にする バケット内のオブジェクトが削除または上書きされないように保護する場合に指

定します。オブジェクトロックでオブジェクトを保護するには、すべてのノードで

SnapLock コンプライアンスクロックを初期化している必要があります。 

  ガバナンス エンドユーザは指定の期間、データを Write Once, Read Many

（WORM）に設定できますが、削除はできません。特定の権限を持つ管理

者ユーザはオブジェクトを削除できます。 
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設定項目 説明 

  コンプライアンス オブジェクトの削除と更新についてより厳格なルールを割り当てたい場合に指

定します。データを Write Once, Read Many（WORM）に設定すると、

オブジェクトは指定された保持期間の終了時にのみ失効します。保持期間が

指定されない限り、オブジェクトは無期限にロックされたままになります。管理者

でもデータの削除はできません。 

  保持期間 オブジェクトロックを有効にする期間を指定します。 

新しいバケット 新しいバケットにリストアする場合に指定します。 

 クラスタ リストア先のクラスタを指定します。 

STORAGE VM リストア先の SVM を指定します。 

バケット名 リストア先のバケット名を指定します。 

容量 バケットの容量を指定します。デスティネーションバケットの使用済み論理スペ

ースよりも大きいサイズを指定してください。 

S3 サーバ CA 証明書 ソース SVM の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

デスティネーションで同じ証明書を利用

する。 

デスティネーション側で同じ CA 証明書を使用する場合にチェックします。 

  オブジェクトロックを有効にする バケット内のオブジェクトが削除または上書きされないように保護する場合に指

定します。オブジェクトロックでオブジェクトを保護するには、すべてのノードで

SnapLock コンプライアンスクロックを初期化している必要があります。 

   ガバナンス エンドユーザは指定の期間、データを Write Once, Read Many

（WORM）に設定できますが、削除はできません。特定の権限を持つ管理

者ユーザはオブジェクトを削除できます。 

   コンプライアンス オブジェクトの削除と更新についてより厳格なルールを割り当てたい場合に指

定します。データを Write Once, Read Many（WORM）に設定すると、

オブジェクトは指定された保持期間の終了時にのみ失効します。保持期間が

指定されない限り、オブジェクトは無期限にロックされたままになります。管理者

でもデータの削除はできません。 

   保持期間 オブジェクトロックを有効にする期間を指定します。 

デスティネーション バケットのリストア元を指定します。 

 S3 サーバ CA 証明書 ソース SVM の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

 

4. 「関係がリストアされました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.8. 保護関係 テストフェイルオーバー 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、保護関係の設定後かつ、「状態」が「ミラー済み」の場合から実施する場合の手順になります。 

 

1. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[テストフェイルオーバー]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

 

2. 内容を確認し、[フェイルオーバー]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 「クローンボリュームがデスティネーションに作成されました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.9. 保護関係 テストフェイルオーバーのクリーンアップ 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、テストフェイルオーバーを実施した保護関係を対象としたものです。 

 

1. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[テストフェイルオーバーのクリーンアップ]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[クリーンアップ]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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3. 「デスティネーションに作成されたすべてのクローンが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.10. 保護関係 フェイルオーバー 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、保護関係の設定後かつ、「状態」が「ミラー済み」の場合から実施する場合の手順になります。 

なお、整合グループのアクティブ同期についてフェイルオーバーする場合はメディエーターの設定が前提となります。 

 

1. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[フェイルオーバー]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

 

2. 内容を確認し、[フェイルオーバー]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 「関係のフェイルオーバーに成功しました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.11. 保護関係 解除/再同期/逆再同期 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、保護関係の設定後かつ、「状態」が「ミラー済み」の場合から実施する場合の手順になります。 

 

以下に各操作での手順について記載しています。 

操作 手順 

保護関係の解除をする場合 項番 1 へ進んでください 

保護関係を再同期する場合 項番 4 へ進んでください 

保護関係を逆再同期する場合 項番 7 へ進んでください 

 

1. 保護関係の解除をする場合、保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[解除]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[解除]をクリックします。 

  

 

3. 「関係が解除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

4. 保護関係の再同期をする場合、保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[再同期]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

① 

② 
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5. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[再同期]をクリックします。 

  
 

SVM-DR の再同期では以下の画面が表示されます。必要に応じてチェックボックスにチェックを入れ、[再同期]をクリックします。 

 

 

操作 手順 

クイック再同期を実行（オプション） ディザスタリカバリのリハーサルの実行時に Data Warehouse の完全なリビルドをバ

イパスするオプションです。これにより本番環境への迅速な復帰が可能です。 

 

 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  244 

6. 「関係をバックグラウンドで再同期しています。」と表示されることを確認します。 

 

 

7. 保護関係の逆再同期をする場合、保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[逆再同期]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

  

① 

② 
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8. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[逆再同期]をクリックします。 

  
 

SVM-DR の逆再同期では以下の画面が表示されます。 

 

 

9. 保護関係の管理画面にて、「逆方向の関係が作成されました。」と表示されることを確認します。 
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10. 新しくデスティネーションとなったクラスタにサインインし、保護関係の管理画面にて、逆再同期した保護関係があることを確認

します。 
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12.2.12. 保護関係 拡張 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、保護関係の設定後かつ、「状態」が「ミラー済み」の場合から実施する場合の手順になります。 

また、本手順は整合グループのビジネス継続性のための保護 （SnapMirror アクティブ同期）を、別の保護関係にあるボリュ

ームを使って拡張するものです。その際、別の保護関係は削除され、整合グループのビジネス継続性のための保護に組み込まれ

ます。それによって整合グループの保護関係が拡張されます。 

 

1. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[拡張]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。 

 

 

2. 整合グループの保護関係拡張に使う、別のボリュームの保護関係を選択し、[拡張]をクリックします。 

 

 

3. 「関係が拡張されました。」と表示されることを確認します。 

 

① 

② 
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12.2.13. デスティネーション Storage VM のアクティブ化/ソース Storage VM を再アクティブ化 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、SVM のディザスタリカバリ保護関係を作成した場合のみ実施することができます。 

本手順は、保護関係の設定後かつ、「状態」が「ミラー済み」の場合から実施する場合の手順になります。 

 

以下に各操作での手順について記載しています。 

操作 手順 

デスティネーション SVM のアクティブ化をする場合 項番 1 へ進んでください 

ソース SVM のアクティブ化をする場合 項番 6 へ進んでください 

 

1. デスティネーション Storage VM のアクティブ化を行う場合、ソース SVM が停止していることを確認してください。 

SVM の停止手順については「9.10.5. Storage VM 停止/再開」を参照してください。 

 

2. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[デスティネーション Storage VM のアクティブ化]をクリックします。 

 

 

3. チェックボックスにチェックを入れ、[アクティブ化]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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4. デスティネーション SVM に LIF が設定されていない場合、以下のメッセージが表示されます。[続行]をクリックします。 

 

 

5. 「デスティネーション Storage VM がアクティブ化されました。」と表示されることを確認します。 

※このメッセージは表示されないこともあります。 

 

 

6. ソース Storage VM を再アクティブ化する場合、保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[ソース

Storage VM を再アクティブ化]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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7. [再アクティブ化]をクリックします。 

 

 

8. 「関係が再アクティブ化されました。」と表示されることを確認します。メッセージが表示されるまで 1 分ほど時間がかかります。 
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12.2.14. 保護関係 初期化 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、状態が「未初期化」である保護関係に対して初期化を実施する手順です。 

 

1. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[初期化]をクリックします。 

※表示される選択肢は保護の形式によって異なります。以下はボリュームを非同期で保護している場合の選択肢です。  

 

 

2. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、［初期化］をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 「関係が初期化されました。」と表示されることを確認します。 
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12.2.15. 保護関係 中止 

本章は、デスティネーションクラスタにて手順を実施してください。 

本手順は、初期化中の保護関係に対して初期化を中止する手順です。 

 

1. 保護関係の管理画面より、対象の関係を選択し、[ ]>[中止]をクリックします。 

 
 

2. 必要に応じてチェックボックスにチェックを入れ、[中止]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 「転送が中止されました。」と表示されることを確認します。 
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13. ホスト 

13.1. SAN イニシエータグループ 

13.1.1. SAN イニシエータグループ 管理 

1. [ホスト]>[SAN igroup]をクリックします。 

 

 

2. イニシエータグループ管理画面が表示されます。 

 

 

  

① 
② 
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3. イニシエータグループ名をクリックします。 

 

 

4. イニシエータグループの詳細情報が表示されます。 
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13.1.2. SAN イニシエータグループ 作成 

1. イニシエータグループ管理画面より、[+追加]をクリックします。 
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2. 以下の表の情報を入力します。 
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設定項目 説明 

名前 イニシエータグループ名を指定します。 

コメント コメントを入力します。 

STORAGE VM イニシエータグループを作成する SVM を指定します。 

※SAN 用の SVM が単一の際には表示されません。 

イニシエータグループをレプリケートする イニシエータグループをデスティネーションへレプリケートする場合に指定します。 

 クラスタにレプリケート イニシエータグループのレプリケート先クラスタを指定します。 

 SVM にレプリケート イニシエータグループのレプリケート先 SVM を指定します。 

ホストオペレーティングシステム LUN を接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

イニシエータグループのメンバー イニシエータグループのメンバーを指定します。 

 既存のイニシエータグループ 既存のイニシエータグループからメンバーを選択します。 

ホストイニシエータ 新しいイニシエータを追加して指定します。項番 3 を参照してください。 

  ホストプロキシミティの設定 ONTAP がホストに最も近いコントローラを特定し、データパス最適化とレイテンシ削

減を行うよう設定する場合に指定します。 

 

3. 新しいイニシエータを追加する場合、ホストイニシエータを選択します。 

iSCSI と FC の両方のプロトコルが設定されている SVM の場合、さらに追加するイニシエータの種類を選択します。 

 

 

  

① 

② 
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4. [＋イニシエータを追加]をクリックします。 

 

 

5. 以下の表に記載した情報を入力し、Enter キーを押します。[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

① 追加するイニシエータを指定します。 

※WWPN（例：10:00:00:00:c9:2b:6b:3c）、IQN（例：iqn.1991-

05.com.microsoft:host1）にて、本項を指定します。 

② イニシエータの説明を入力します。 

③ ホストに最も近いイニシエータを指定します。 

 

  

① ② ③ 
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6. [保存]をクリックします。 

 

 

7. 「イニシエータグループが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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13.1.3. SAN イニシエータグループ 変更 

1. イニシエータグループ管理画面より、対象のイニシエータグループを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力します。 

 

① 

② 
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設定項目 説明 

名前 イニシエータグループ名を指定します。 

コメント コメントを入力します。 

ホストオペレーティングシステム LUN を接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

イニシエータグループをレプリケートする イニシエータグループをデスティネーションへレプリケートする場合に指定します。 

 クラスタにレプリケート イニシエータグループのレプリケート先クラスタを指定します。 

 SVM にレプリケート イニシエータグループのレプリケート先 SVM を指定します。 

イニシエータ イニシエータグループのメンバーを指定します。 

 

3. イニシエータを追加する場合、[＋追加イニシエータ]をクリックし、以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

 

設定項目 説明 

① 追加するイニシエータを指定します。 

※WWPN（例：10:00:00:00:c9:2b:6b:3c）、IQN（例：iqn.1991-

05.com.microsoft:host1）にて、本項を指定します。 

② イニシエータの説明を入力します。 

③ ホストに最も近いイニシエータを指定します。 

 

  

② ① ③ 
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4. イニシエータを編集する場合、対象のイニシエータをクリックし編集します。 

 

 

5. イニシエータを削除する場合、対象のイニシエータの[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

6. 設定内容を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

7. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

② 

① 
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13.1.4. SAN イニシエータグループ 削除 

1. イニシエータグループ管理画面より、対象のイニシエータグループを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. 以下メッセージが表示された場合、内容を確認し、チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示されるチェックボックスが異なります。 

 

 

3. 「イニシエータグループが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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13.1.5. SAN イニシエータグループ イニシエータグループに追加 

1. イニシエータグループ管理画面より、対象のイニシエータグループにチェックを入れます。 

 

 

2. 「＋イニシエータグループに追加」をクリックし、追加するイニシエータグループをクリックします。 

 

 

3. 「イニシエータグループが「イニシエータグループ名」に追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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13.2. NVMe サブシステム 

13.2.1. NVMe サブシステム 管理 

1. [ホスト]>[NVMe サブシステム]をクリックします。 

 

 

2. NVMe サブシステム管理画面が表示されます。 

 

 

3. [ ]をクリックすると、NVMe サブシステムの概要が表示されます。 

 

  

① 

② 
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13.2.2. NVMe サブシステム 作成 

1. NVMe サブシステム管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

NAME NVMe サブシステム名を指定します。 

STORAGE VM NVMe サブシステムを作成する SVM を指定します。 

※SAN 用の SVM が単一の際には表示されません。 

ホストオペレーティングシステム NVMe ネームスペースを接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

ホスト NQN NVMe サブシステムに追加するホスト NQN を指定します。 

複数のホスト NQN を設定する場合は[＋追加]をクリックして設定してください。 

インバンド認証を使用する NVMe ホストとコントローラ間のインバンド認証を設定する場合にチェックを入れます。 

 ホストシークレット ホストに DH-HMAC-CHAP キー（シークレットキー）を設定する場合に指定します。 

ホストシークレットのみを指定する場合は単方向認証が行われます。 

 優先ハッシュ関数 ハッシュ関数を指定します。 

 コントローラシークレット コントローラに DH-HMAC-CHAP キー（シークレットキー）を設定する場合に指定しま

す。 

コントローラシークレットのみを指定する場合は単方向認証が行われます。 

 優先 DH グループ DH グループを指定します。 

 

3. 「NVMe サブシステム「<NVMe サブシステム名>」が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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13.2.3. NVMe サブシステム 変更 

1. NVMe サブシステム管理画面より、対象の NVMe サブシステムを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

  

① 
② 
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3. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

設定項目 説明 

ホスト NQN NVMe サブシステムに追加するホスト NQN を指定します。 

複数のホスト NQN を設定する場合は[＋追加]をクリックして設定してください。 

インバンド認証を使用する NVMe ホストとコントローラ間のインバンド認証を設定する場合にチェックを入れます。 

 ホストシークレット ホストに DH-HMAC-CHAP キー（シークレットキー）を設定する場合に指定します。 

ホストシークレットのみを指定する場合は単方向認証が行われます。 

 優先ハッシュ関数 ハッシュ関数を指定します。 

 コントローラシークレット コントローラに DH-HMAC-CHAP キー（シークレットキー）を設定する場合に指定します。 

コントローラシークレットのみを指定する場合は単方向認証が行われます。 

 優先 DH グループ DH グループを指定します。 
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13.2.4. NVMe サブシステム 削除 

1. NVMe サブシステム管理画面より、対象の NVMe サブシステムを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
 

3. 「nvme サブシステムが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

①  

② 

① 

② 
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13.3. NFS クライアント 

13.3.1. NFS クライアント 管理 

1. [ホスト]>[NFS クライアント]をクリックします。 

 

 

2. NFS クライアント管理画面が表示されます。 

 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  274 

14. クラスタ 

14.1. 概要 

14.1.1. クラスタ 管理 

1. [クラスタ]>[概要]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の画面が表示されます。赤枠内がクラスタ管理画面です。 
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3. クラスタの概要の管理画面より、[詳細]>[ONTAP の更新]をクリックします。 

 
 

操作 手順 

ONTAP の更新履歴を確認する場合 項番 4 へ進んでください 

ノードの更新情報を確認する場合 項番 6 へ進んでください 

ファームウェアの更新履歴を確認する場合 項番 7 へ進んでください 

ファームウェアの自動更新のスケジュールについて確認する場合 項番 10 へ進んでください 

 

4. ONTAP の更新履歴を確認する場合、[更新履歴を表示します]をクリックします。 

 
 

5. 更新履歴が表示されます。 

 

① 

② 
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6. ノードの更新情報を確認する場合、[ ]をクリックすることによって情報が表示されます。 

 
 

7. ファームウェアの更新履歴を確認する場合、[ファームウェアのアップデート]をクリックします。 

 

 

8. [詳細]>[更新履歴を表示します]をクリックします。 

 

① 

② 
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9. [ ]をクリックすることによってファームウェアのアップロード履歴が表示されます。 

 
 

10. 自動更新のスケジュールについて確認する場合、[詳細]>[すべての自動更新を表示]をクリックします。 

 
 

11. 自動更新のスケジュールが表示されます。 

 
 

  

① 

② 
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14.1.1.1. ONTAP の更新 

14.1.1.1.1. ONTAP イメージのアップデート 

1. クラスタの概要の管理画面より、[詳細]>[ONTAP の更新]をクリックします。 

 

 

操作 説明 

ONTAP イメージを利用可能なソフトウェアイメージから追加する場合 項番 2 へ進んでください。 

ONTAP イメージをサーバから追加する場合 項番 3 へ進んでください。 

ONTAP イメージをローカルクライアントから追加する場合 項番 5 へ進んでください。 

 

2. ONTAP イメージを利用可能なソフトウェアイメージから追加する場合、イメージを選択し、[検証]をクリックします。 

※本手順を実施後、項番 8 へ進んでください。 

 

① 

② 

① 

② 
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3. ONTAP イメージをサーバから追加する場合、[+イメージの追加]>[サーバから]をクリックします。 

 

 

4. 以下の項目を入力し、[追加]をクリックします。 

※本手順を実施後、項番 7 へ進んでください。 

 

 

設定項目 説明 

ファームウェアイメージが置いてある HTTP サーバまたは

FTP サーバの URL を入力して下さい 

該当の URL を指定します。 

クレデンシャルを指定できます 接続先サーバのクレデンシャルを指定する場合にチェックを入れます。 

 ユーザ名 ユーザ名を指定します。 

 パスワード パスワードを指定します。 

 

  

① 

② 
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5. ONTAP イメージをローカルクライアントから追加する場合、[+イメージの追加]>[ローカルクライアントから]をクリックします。 

 

 

6. ローカルクライアントのフォルダが表示されるため、ONTAP のイメージファイルを選択し、[open]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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7. 「ONTAP のイメージファイル」が追加されたことを確認し、[検証]をクリックします。 

 
 

8. 警告が表示された場合、必ず調査またはサポートへの問い合わせを行い、対処を行ってください。警告の内容が問題ないこ

とを確認できたら、[警告を無視して更新]をクリックします。 

  

① 

② 
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9. 以下の画面が表示されます。ONTAP の更新には 1 時間以上かかることがあります。 

※「一時停止」を行う場合、項番 11 へ進んでください。 

 

 

10. ONTAP の更新が完了すると、「クラスタの更新完了」のメッセージが表示されます。その後ログイン画面に遷移します。 
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11. ONTAP の更新を一時停止する場合、[一時停止]をクリックします。 

 

 

12. 「一時停止中」と表示されることを確認します。 

※ONTAP の更新を再開させる場合、項番 13 へ進んでください。 

※ONTAP の更新をキャンセルさせる場合、項番 15 へ進んでください。 
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13. ONTAP の更新を再開させる場合、以下の画面が表示されるまで待ち、[再開]をクリックします。 

 

 

14. 「更新中…」と表示されることを確認します。 

※更新完了後、項番 10 へ戻ってください。 
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15. ONTAP の更新をキャンセルさせる場合、[クラスタの更新のキャンセル]をクリックします。 

 

 

16. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 

 

17. 「クラスタの更新をキャンセルしています。」と表示されることを確認します。 
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14.1.1.1.2. ファームウェアの手動アップデート 

本章はファームウェアの手動アップデートについて記載しています。自動更新については「14.2.2. 自動更新」を参照してください。 

 

1. クラスタの概要の管理画面より、[詳細]>[ONTAP の更新]をクリックします。 

 

 

2.  [ファームウェアのアップデート]をクリックします。 

 
 

操作 説明 

ファームウェアをサーバから追加する場合 項番 3 へ進んでください。 

ファームウェアをローカルクライアントから追加する場合 項番 5 へ進んでください。 

 

  

① 

② 
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3. ファームウェアをサーバから追加する場合、[+ファームウェアを更新する]>[サーバから]をクリックします。 

 

 

4. 以下の項目を入力し、[追加]をクリックします。 

※本手順を実施後、項番 7 へ進んでください。 

 

 

設定項目 説明 

ファームウェアファイルが保存されている HTTP サーバま

たは FTP サーバの URL を入力します 

該当の URL を指定します。 

クレデンシャルを指定できます 接続先サーバのクレデンシャルを指定する場合にチェックを入れます。 

 ユーザ名 ユーザ名を指定します。 

 パスワード パスワードを指定します。 

 

  

① 

② 
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5. ファームウェアイメージをローカルクライアントから追加する場合、[+ファームウェアを更新する]>[ローカルクライアントから]をクリ

ックします。 

 

 

6. ローカルクライアントのフォルダが表示されるため、ファームウェアのイメージファイルを選択し、[開く]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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7. 「ファイル「ファイル名」がアップロードされました。」と表示されることを確認します。 

 

 

8. [  ]をクリックするとアップデート状況を確認することができます。 

※アップデートは即時開始されるわけではありません。 
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14.1.1.2. クラスタ 名前変更 

1. クラスタの概要の管理画面より、[詳細]>[名前変更]をクリックします。 

 

 

2. 新しいクラスタ名を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

3. 「クラスタ名「<旧クラスタ名>」が「<新クラスタ名>」に更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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14.1.1.3. クラスタ 詳細の編集 

1. クラスタの概要の管理画面より、[詳細]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力します。 

 

① 

② 
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設定項目 説明 

名前 クラスタ名を指定します。 

場所 クラスタの場所を指定します。 

DNS ドメイン クラスタに設定する DNS ドメイン名を指定します。 

ネームサーバ クラスタに設定するネームサーバの IP アドレスを指定します。 

NTP サーバ クラスタに設定する NTP サーバ名または IP アドレスを指定します。 

クラスタ管理インターフェイスの追加 クラスタ管理 LIF を作成する場合に指定します。 

 ノード クラスタ管理 LIF のノードを指定します。 

サブネット クラスタ管理 LIF のサブネットを指定します。 

ポート クラスタ管理 LIF のホームポートを指定します。 

IP アドレス クラスタ管理 LIF の IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク クラスタ管理 LIF のサブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ クラスタ管理 LIF のゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート クラスタ管理 LIF のブロードキャストドメインを指定します。 

 

3. DNS ドメイン・ネームサーバ・NTP サーバを追加する場合、「追加」をクリックし、値を指定してください。 

 

 

4. DNS ドメイン・ネームサーバ・NTP サーバを編集する場合、対象をクリックし、値を編集してください。 
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5. DNS ドメイン・ネームサーバ・NTP サーバを削除する場合、[ ]をクリックしてください。 

 

 

6. ブロードキャストドメインとポートを指定する場合、以下 2 つの方法で指定できます。 

方法１ 

① [ ]をクリックしてブロードキャストドメインを指定します。ホームポートは自動的に選択されます。 

 
 

方法 2 

① [ ]をクリックします。 

※SMB/CIFS 構成の場合、SVM のホームポートは選択できません。 
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② 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。 

ホームポート ブロードキャストドメインに含まれるポートから、LIF のホームポートを指定します。 

「ホームポートを自動的に選択する（推奨）」を選ぶと、ONTAP が推奨のポートを自動的に選

択します。 

 

7. 内容を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

8. 「クラスタの詳細が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.1.1.4. クラスタ ログインバナーメッセージ 

1. クラスタの概要の管理画面より、[詳細]>[ログインバナーメッセージ]をクリックします。 

 

 

2. ログインバナーメッセージを入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

3. 「ログインバナーが更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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14.1.1.5. クラスタ 構成のダウンロード 

1. クラスタの概要の管理画面より、[詳細]>[構成のダウンロード]をクリックします。 

 

 

2. 構成をダウンロードする HA ペアを指定し、[ダウンロード]をクリックします。 

 
 

3. 「クラスタとノードの構成をダウンロードしました。」と表示されることを確認します。 

 
 

4. クラスタ構成のファイルがダウンロードされたことを確認します。 

 

  

① 

② 
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14.1.2. ノード 管理 

14.1.2.1. ノード 管理 

1. [クラスタ]>[概要]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の画面が表示されます。赤枠内がノード管理画面です。 
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14.1.2.2. ノード SnapLock コンプライアンスクロックの初期化 

1. ノード管理画面より、[SnapLock コンプライアンスクロックの初期化]をクリックします。 

 

 

2. [初期化]をクリックします。 

 

 

3. 「ノードの SnapLock コンプライアンスクロックが初期化されました。」と表示されることを確認します。 
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14.1.2.3. ノード 名前変更 

1. ノード管理画面より、対象のノードの[ ]>[名前変更]をクリックします。 

 

 

2. ノード名を入力し、[名前変更]をクリックします。 

 

 

3. 「ノード名が変更されました」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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14.1.2.4. ノード シャットダウン 

シングルノードの場合、シャットダウンを実施することはできません。また、シャットダウンを行うと、System Manager 上から起動

することはできません。 

 

1. ノード管理画面より、対象のノードの[ ]>[シャットダウン]をクリックします。 

※シングルノードの場合、シャットダウンを実施することはできません。 

 

 

2. 必要に応じてシャットダウン理由を入力し、[シャットダウン]をクリックします。 

 
クラスタ管理 LIF が存在するノードの場合 

  

クラスタ管理 LIF が存在しないノードの場合 

① 

② 
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3. 「ノード「<シャットダウンしたノード名>」がシャットダウンされました。」と表示されることを確認します。 

 

 

4. 「ノード「ノード名」がノード「ノード名」をテイクオーバーしました。」と表示され、シャットダウンしたノードが赤く表示されることを確

認します。 
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14.1.2.5. ノード リブート 

シングルノードの場合、リブートを実施することはできません。本書は、SFO オプションの onreboot,autogiveback が有効に

なっている場合のリブート手順となっています。 

 

1. ノード管理画面より、対象のノードの[ ]>[リブート]をクリックします。 

 

 

2. 必要に応じてリブート理由を入力し、[リブート]をクリックします。 

 
クラスタ管理 LIF が存在するノードの場合 

 

  

クラスタ管理 LIFが存在しないノードの場合 

① 

② 
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3. 「ノード「<リブートするノード名>」がリブートされました。」と表示されることを確認します。 

 
 

4. 「ノード「<リブートするノード名>」はノード「<ノード名>」によってテイクオーバーされています。」と表示されることを確認しま

す。 

 

 

5. 「ノード「<ノード名>」がノード「<リブートするノード名>」をテイクオーバーしました。」と表示されることを確認します。 
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6. 「ノード「<リブートするノード名>」がノード「<ノード名>」によるギブバックの実行を待機しています。」と表示されることを確認

します。 

※SFO オプションの onreboot,autogiveback が有効になっていない場合は、自動ギブバックは行われません。

「14.1.2.5. ノード ギブバック」に進み、手動でギブバックする必要があります。 

 

 

7. 「ノード「<ノード名>」がノード「<リブートするノード名>」のギブバックを実行しています。」と表示されることを確認します。 

 

 

8. リブートしたノードが緑色に表示されることを確認します。 
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14.1.2.6. ノード ギブバック 

本章では、すでにテイクオーバーしているノードを手動でギブバックする手順を記載しています。 

 

1. 対象のノードにて、「ノード「<リブートするノード名>」がノード「<ノード名>」によるギブバックの実行を待機しています。」と表

示されていることを確認します。 

 

 

2. ノード管理画面より、正常に稼働しているノードの[ ]>[ギブバック]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. [ギブバック]をクリックします。 

 

 

4. 「ノード「<ノード名>」がノード「<リブートするノード名>」のギブバックを実行しています。」と表示されることを確認します。 

 

 

5. リブートしたノードが緑色に表示されることを確認します。 
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14.1.2.7. ノード サービスプロセッサの編集 

1. ノード管理画面より、対象のノードの[ ]>[サービスプロセッサの編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

① 

② 
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設定項目 説明 

手動 手動入力にてサービスプロセッサを設定する場合に指定します。 

 IP アドレス サービスプロセッサの IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク サービスプロセッサの IP アドレスを指定します。 

ゲートウェイ サービスプロセッサを設定するゲートウェイを指定します。 

DHCP DHCP にてサービスプロセッサを設定する場合に指定します。 

 

3. 「サービスプロセッサの更新が開始されました。(以下略)」と表示されることを確認します。 
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14.2. 設定 

1. [クラスタ]>[設定]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. クラスタ設定の管理画面が表示されます。 
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14.2.1. AutoSupport 

14.2.1.1. AutoSupport 管理 

1. クラスタ設定の管理画面の「AutoSupport」にて設定を確認できます。 

 
 

2. クラスタ設定の管理画面より、「AutoSupport」の[ ]>[その他のオプション]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. AutoSupport 管理画面が表示されます。 

AutoSupport メッセージの送信先や、宛先アドレス、メッセージの転送履歴を確認することが可能です。 
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14.2.1.2. AutoSupport 生成と送信 

1. クラスタ設定の管理画面より、「AutoSupport」の[ ]>[生成と送信]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[送信]をクリックします。 

 
 

 

3. 「AutoSupport データがすべてのノードのバックグラウンドで生成された後、送信されます。詳細については、転送履歴を参

照してください。」と表示されることを確認します。 

※転送履歴を確認するには、「14.2.1.1. AutoSupport 管理」を参照してください。 

 

  

設定項目 説明 

件名 AutoSupport メッセージの件名を指定します。 

すべてのノード すべてのノードからデータを収集する場合に指定します。 

① 

② 
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14.2.1.3. AutoSupport 接続のテスト 

1. クラスタ設定の管理画面より、「AutoSupport」の[ ]>[接続のテスト]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[AutoSupport テストメッセージの送信]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

件名 AutoSupport テストメッセージの件名を指定します。 

 

3. 「AutoSupport への接続のテスト要求が開始されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

 

  

① 
② 
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14.2.1.4. AutoSupport 無効化/有効化 

以下に各操作での手順について記載しています。 

操作 手順 

AutoSupport を無効化する場合 項番 1 へ進んでください 

AutoSupport を有効化する場合 項番 4 へ進んでください 

 

1. AutoSupport を無効化する場合、クラスタ設定の管理画面より、「AutoSupport」の[ ]>[無効化]をクリックします。 

 

 

2. メッセージの内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、[無効化]をクリックします。 

 

 

3. 「AutoSupport が無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

① 

② 

① 

② 
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4. AutoSupport を有効化する場合、クラスタ設定の管理画面より、「AutoSupport」の[ ]>[有効化]をクリックします。 

 

 

5. 「AutoSupport が有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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14.2.1.5. AutoSupport サポートケースの生成を抑制 

1. クラスタ設定の管理画面より、「AutoSupport」の[ ] >[サポートケースの生成を抑制]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[送信]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

期間 サポートケースの生成を抑制する期間を指定します。 

ノードで抑制 サポートケースの生成を抑制するノードにチェックを入れます。 

 

3. 「ケース生成を抑制する要求が開始されました。」と表示されることを確認します。 

※転送履歴を確認するには、「14.2.1.1. AutoSupport 管理」を参照してください。 

 

  

① 

② 
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14.2.1.6. AutoSupport サポートケースの生成を再開 

1. クラスタ設定の管理画面より、「AutoSupport」の[ ]>[サポートケースの生成の再開]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[送信]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ノードで再開します サポートケースの生成を再開するノードにチェックを入れます。 

 

3. 「ケース生成再開要求が開始されました。」と表示されることを確認します。 

※転送履歴を確認するには、「14.2.1.1. AutoSupport 管理」を参照してください。 

 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  321 

14.2.1.7. AutoSupport 接続設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「AutoSupport」の[ ]>[その他のオプション]をクリックします。 

 

 

2. 「接続」の欄の[編集]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

転送プロトコル 転送プロトコルを HTTPS/SMTP から選択します。 

 TLS の開始 AutoSupport データを暗号化して送信する場合にチェックを入れます。 

プロキシサーバ プロキシサーバを指定します。 

メールホスト メールホストを指定します。 

 

4. 「接続設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.1.8. AutoSupport メール設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「AutoSupport」の[ ]>[その他のオプション]をクリックします。 

 

 

2. E メールの設定を変更する場合、「E メール」の欄の[編集]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力し[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

E メール送信者 E メール送信者のメールアドレスを指定します。 

E メール受信者 E メール受信者の情報を指定します。 

 E メールアドレス AutoSupport メッセージを受信する E メールアドレスを指定します。 

受信者のカテゴリ AutoSupport メッセージを受信する受信者のカテゴリを指定します。 

 

4. 「E メール設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.2. 自動更新 

14.2.2.1. 自動更新 管理 

自動更新機能を有効にすると、NetApp が提供する推奨される以下のファームウェアのパッチのアップグレードを ONTAP で自

動的にダウンロードしてインストールできます。 

・ONTAP タイムゾーンデータベース 

・ストレージファームウェア：ストレージデバイス、ディスク、ディスクシェルフ 

・SP/BMC ファームウェア：サービスプロセッサおよび BMC モジュール 

自動更新機能を使用するには、HTTPS 経由で AutoSupport に接続する必要があります。 

自動更新機能を有効にした場合、次の URL への HTTPS 接続が確立されていることを確認してください。 

https://support-sg-emea.netapp.com 

https://support-sg-naeast.netapp.com 

https://support-sg-nawest.netapp.com 

 

ファームウェアの更新を手動で実施する場合、自動更新機能は無効とし、「14.1.1.1.2. ファームウェアの手動アップデート」を

参照してください。 

 

1. クラスタ設定の管理画面の「自動更新」にて設定を確認できます。 

 
 

2. クラスタ設定の管理画面より、「自動更新」の[ ]>[すべての自動更新を表示]をクリックします。 

 

① 

② 

https://support-sg-nawest.netapp.com/
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3. 自動更新管理画面が表示されます。 
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14.2.2.2. 自動更新 無効化/有効化 

操作 手順 

自動更新を無効化する場合 項番 1 へ進んでください 

自動更新を有効化する場合 項番 4 へ進んでください 

 

1. クラスタ設定の管理画面より、「自動更新」の[ ]>[無効化]をクリックします。 

 
 

2. [無効化]をクリックします。 

 
 

3. 「自動更新が無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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4. クラスタ設定の管理画面より、「自動更新」の [ ]>[有効化]をクリックします。 

 

 

5. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

① 

② 
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設定項目 説明 

HTTPS を使用 AutoSupport で HTTPS 以外を使用している場合に表示されます。自動更新を有効

にする場合、HTTPS の使用が必須です。 

ストレージファームウェア ストレージファームウェアの更新方式について設定を指定します。 

SP/BMC ファームウェア SP/BMC ファームウェアの更新方式について設定を指定します。 

システムファイル システムファイルの更新方式について設定を指定します。 

現在および今後のすべての更新

に同意します。 

内容を確認し、チェックを入れます。 

 

6. 「自動更新が有効になりました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.2.3. 自動更新 設定変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「自動更新」の[ ]>[自動更新の設定を編集]をクリックします。 

 
 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ストレージファームウェア ストレージファームウェアの自動更新がある場合のデフォルトアクションを設定します。 

自動更新/通知を表示します/自動的に却下します から選択します。 

SP/BMC ファームウェア SP/BMC ファームウェアの自動更新がある場合のデフォルトアクションを設定します。 

自動更新/通知を表示します/自動的に却下します から選択します。 

システムファイル システムファイルの自動更新がある場合のデフォルトアクションを設定します。 

自動更新/通知を表示します/自動的に却下します から選択します。 

 

  

① 

② 
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3. 「自動更新設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.3. LDAP 

14.2.3.1. LDAP 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「LDAP」にて設定を確認できます。 
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14.2.3.2. LDAP 設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「LDAP」の欄の[ ]をクリックします。 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  334 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

ホスト名または IP アドレス LDAP サーバの IP アドレスを指定します。 

スキーマ スキーマを選択します。 

ベース DN ベース DN を指定します。 

ポート LDAP サーバのポートを指定します。ポート番号 389 の場合は「TLS を使用」が、ポート番号

636 の場合は「LDAPS を使用」が表示されます。 

LDAPS を使用 LDAPS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 

TLS を使用 TLS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 

最小認証レベル LDAP クライアントが LDAP サーバへのバインドに使用する最低認証レベルを指定します。 

ユーザ名 LDAP サーバにバインドするユーザを指定します。ユーザを識別名（CN=user、

DC=domain、DC=com）形式で指定します。 

パスワード LDAP サーバにバインドするユーザのパスワードを指定します。 

 

3. 「LDAP が設定されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.3.3. LDAP 変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「LDAP」の欄の[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

ホスト名または IP アドレス LDAP サーバの IP アドレスを指定します。 

スキーマ スキーマを選択します。 

ベース DN ベース DN を指定します。 

ポート LDAP サーバのポートを指定します。ポート番号 389 の場合は「TLS を使用」が、ポート番号

636 の場合は「LDAPS を使用」が表示されます。 

LDAPS を使用 LDAPS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 

TLS を使用 TLS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 

最小認証レベル LDAP クライアントが LDAP サーバへのバインドに使用する最低認証レベルを指定します。 

ユーザ名 LDAP サーバにバインドするユーザを指定します。ユーザを識別名（CN=user、

DC=domain、DC=com）形式で指定します。 

パスワード LDAP サーバにバインドするユーザのパスワードを指定します。 

 

3. 「LDAP 設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.3.4. LDAP 削除 

1. クラスタ設定の管理画面より、「LDAP」の欄の[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 

 

3. 「LDAP が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

 

  

① 

② 
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14.2.4. ライセンス 

14.2.4.1. ライセンス 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「ライセンス」にて設定を確認できます。 

 

 

2. [ ]をクリックすると、詳細情報を確認できます。 

 

 

3. ライセンス管理画面が表示されます。 
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4. [ ]をクリックすると、そのバンドルに含まれるライセンスの一覧が表示されます。 

 

 

5. [機能]タブをクリックすると、インストール済みライセンスの機能一覧が表示されます。 
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6. [ ]をクリックすると、ライセンスの詳細が表示されます。 

 

 

7. ライセンス管理画面では、[検索]、[表示/非表示]、[フィルタ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を

抽出することが可能です。 
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14.2.4.2. ライセンス 登録 

1. ライセンス管理画面より、[+追加]をクリックします。 

※機能タブでもインストール済みライセンスタブでも同じ手順でライセンス登録が可能です。 

 

 

2. ライセンスはライセンスファイルまたはライセンスキーにより追加することができます。 

以下の表の情報を入力し、[追加]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

NETAPP LICENSE FILES ライセンスファイルにてライセンスを追加する場合に指定します。 

[参照]をクリックし、ライセンスファイルを指定します。 

28 文字のレガシーキーを使用します ライセンスキーにてライセンスを追加する場合に指定します。 

 従来のキー 28 文字のライセンスキーを入力します。 
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3. 「ライセンスが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.4.3. ライセンス 削除 

1. ライセンス管理画面にて[インストール済みライセンス]タブをクリックします。 

 
 

2. ライセンス管理画面より、対象のライセンスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

4. 「インストール済みライセンスが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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14.2.5. 通知の管理 

14.2.5.1. 通知 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」にて設定を確認できます。 

 

 
 

2. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」の[ ]>[イベントの送信先を表示します]をクリックします。 

 
 

3. 通知の管理画面が表示されます。[イベントの送信先]をクリックすると送信先一覧が表示されます。 

 
 

  

① 

② 
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4. [監査ログの送信先]をクリックすると、送信先一覧が表示されます。 

 
 

5. [イベントのフィルタ]をクリックすると、イベントフィルタの一覧が表示されます。 

 
 

6. [ ]をクリックすると、イベントフィルタのルールが表示されます。 
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7. [設定]をクリックすると、通知設定の概要が表示されます。 
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14.2.5.2. EMS イベント送信先 

Event Management System（EMS;イベント管理システム）でのイベント通知の配信先を設定できます。 

 

14.2.5.2.1. EMS イベントの送信先 設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[イベントの送信先を表示します]をクリックします。 

 

 

 

2. [イベントの送信先]タブにて、[追加]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力します。 

メールサーバや送信元アドレス設定、イベントフィルタ作成が不要である場合は項番 10 へ進んでください。 
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設定項目 説明 

名前 イベント送信先名を指定します。 

E メール 宛先をＥメールアドレスにする場合に指定します。 

 E メールアドレス E メールアドレスを指定します。 

syslog サーバに転送します 宛先を syslog サーバにする場合に指定します。 

 ホスト名または IP アドレス syslog サーバのホスト名または IP アドレスを指定します。 

SYSLOG ポート syslog サーバのポートを指定します。 

SYSLOG の転送 syslog メッセージの送信に使用するプロトコルを指定します。 

SYSLOG メッセージの形

式 

syslog メッセージに使用するメッセージ形式を指定します。 

レガシーNetApp：RFC 3164 形式（<PRIVAL>TIMESTAMP 

[HOSTNAME:Event-name:Event-severity]: MSG）。 

RFC_5424：RFC 5424 形式(<PRIVAL>VERSION TIMESTAMP HOSTNAME 

Event-source - Event-name - MSG) 

SYSLOG ホスト名のオー

バーライド 

メッセージに使用されるデフォルトのホスト名形式を上書きする場合に指定します。 

オーバーライドなし：上書きしない 

FQDN：完全修飾ドメイン名で上書きする 

ホスト名のみ：ドメイン名を含まないホスト名のみで上書きする 

SYSLOG タイムスタンプの

オーバーライド 

メッセージに使用されるデフォルトのタイムスタンプ形式を上書きする場合に指定します。 

オーバーライドなし：上書きしない 

ISO8601（現地時間）：ローカル時間での ISO-8601 に従った形式（YYYY-MM-

DDThh:mm:ss+/-hh:mm） 

ISO8601（UTC）：ISO-8601 (UTC)に従った形式 (YYYY-MM-

DDThh:mm:ssZ) 

RFC_3164：RFC-3164 に従った形式 (Mmm dd hh:mm:ss) 

ウェブフック 宛先をウェブフックにする場合に指定します。 

 WEBHOOK URL webhook URL を指定します。 

クライアント認証を使用す

る 

クライアント証明書を指定する場合にチェックを入れ、証明書を選択します。証明書が未登録

の場合は証明書を先に登録する必要があります。14.2.16 章を参照してください。 

イベントのフィルタ 通知時に適用するイベントフィルタを選択します。 
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4. メールサーバや送信元アドレスの設定をする場合は、[E メール設定を編集します]をクリックします。 

 

 

5. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

メールサーバ メール送信サーバ（SMTP サーバ）を指定します。 

E メールアドレスから送信します メール送信アドレスを指定します。 
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6. 新しくイベントフィルタを設定する場合は、[新しいイベントフィルタを追加する]をクリックします。 
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7. 以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前 イベントフィルタ名を指定します。 

既存のイベントフィルタからルールをコピーします 既存のイベントフィルタからルールをコピーして使用する場合に指定します。 

 ルール ルールを指定します。ルールを追加する場合、項番 8 を参照してください。 

新しいルールの追加 新しくルールを作成する場合にクリックします。 

 ルール ルールを指定します。ルールを追加する場合、項番 8 を参照してください。 

 

8. ルールを追加する場合、[追加]をクリックします。 

 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  356 

9. 以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前パターン フィルタに含める、またはフィルタから除外するイベントのメッセージ名を指定します。 

タイプ イベントのメッセージ名について、含める/除外する から選択します。 

重大度 イベントの重大度を指定します。 

SNMP トラップタイプ イベントと照合する SNMP トラップタイプの値のリストを指定します。 

パラメータ メッセージに含まれるパラメータを絞り込む場合に指定します。 

キー値＝値 の形式で表記します。（例:type=volume） 

キー値は Event Parameters 記載のパラメータです。 

値はパラメータで指定可能な値です。 

パラメータを指定しない場合は*=*と表記します。 

 

イベントパラメータの詳細については、Syslog Translator

（https://mysupport.netapp.com/site/bugs-online/syslog-translator）を参

照してください 

 

10. [保存]をクリックします。 

 

 

https://mysupport.netapp.com/site/bugs-online/syslog-translator
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11. 「イベントフィルタが追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

12. 設定値を確認し、[保存]をクリックします。 

 
 

13. 「イベントの送信先が作成されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.2.2. EMS イベントの送信先 変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[イベントの送信先を表示します]をクリックします。 

 

 

 

2. [イベントの送信先]タブにて、対象の送信先の[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

以下は送信先が E メールの場合です。 

 
 

設定項目 説明 

E メール E メールアドレスを指定します。宛先が E メールの場合に表示されます。 

イベントのフィルタ 通知時に適用するイベントフィルタを選択します。 

 

以下は送信先がウェブフック（管理画面では rest_api と表示されています）の場合です。 

 
 

設定項目 説明 

WEBHOOK URL webhook URL を指定します。 

イベントのフィルタ 通知時に適用するイベントフィルタを選択します。 
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以下は送信先が syslog の場合です。 
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設定項目 説明 

ホスト名または IP アドレス syslog サーバのホスト名または IP アドレスを指定します。 

イベントのフィルタ 通知時に適用するイベントフィルタを選択します。 

SYSLOG ポート syslog サーバのポートを指定します。 

SYSLOG の転送 syslog メッセージの送信に使用するプロトコルを指定します。 

SYSLOG メッセージの形式 syslog メッセージに使用するメッセージ形式を指定します。 

レガシーNetApp：RFC 3164 形式（<PRIVAL>TIMESTAMP 

[HOSTNAME:Event-name:Event-severity]: MSG）。 

RFC_5424：RFC 5424 形式(<PRIVAL>VERSION TIMESTAMP HOSTNAME 

Event-source - Event-name - MSG) 

SYSLOG ホスト名のオーバー

ライド 

メッセージに使用されるデフォルトのホスト名形式を上書きする場合に指定します。 

オーバーライドなし：上書きしない 

FQDN：完全修飾ドメイン名で上書きする 

ホスト名のみ：ドメイン名を含まないホスト名のみで上書きする 

SYSLOG タイムスタンプのオー

バーライド 

メッセージに使用されるデフォルトのタイムスタンプ形式を上書きする場合に指定します。 

オーバーライドなし：上書きしない 

ISO8601（現地時間）：ローカル時間での ISO-8601 に従った形式（YYYY-MM-

DDThh:mm:ss+/-hh:mm） 

ISO8601（UTC）：ISO-8601 (UTC)に従った形式 (YYYY-MM-

DDThh:mm:ssZ) 

RFC_3164：RFC-3164 に従った形式 (Mmm dd hh:mm:ss) 

 

以下は送信先が snmp の場合です。 

 

 

設定項目 説明 

イベントのフィルタ 通知時に適用するイベントフィルタを選択します。 
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4. 「イベントの送信先が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.2.3. EMS イベントの送信先 削除 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[イベントの送信先を表示します]をクリックします。 

 

 

 

2. [イベントの送信先]タブにて、対象の送信先の[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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3. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
 

4. 「イベントの送信先が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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14.2.5.3. 監査ログの送信先 

14.2.5.3.1. 監査ログの送信先 設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[監査の送信先を表示します]をクリックします。 

 

 

 

2. [監査ログの送信先]タブにて[＋追加]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[追加]をクリックします。 
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設定項目 説明 

アドレス 監査ログ送信先の IP アドレスを指定します。 

設備 監査ログ送信時の syslog ファシリティを指定します。 

プロトコル 監査ログ送信時のプロトコルを指定します。 

ポート 監査ログ送信時のポートを指定します。 

サーバを確認する。 プロトコルで TCP 暗号化を選択した場合に表示されます。 

チェックを入れるとリモートサーバの証明書の検証を行います。 

メッセージ形式 監査ログメッセージに使用するメッセージ形式を指定します。 

レガシーNetApp：RFC 3164 形式（<PRIVAL>TIMESTAMP [HOSTNAME:Event-

name:Event-severity]: MSG）。 

RFC_5424：RFC 5424 形式(<PRIVAL>VERSION TIMESTAMP HOSTNAME 

Event-source - Event-name - MSG) 

ホスト名の形式 メッセージに使用されるデフォルトのホスト名形式を上書きする場合に指定します。 

オーバーライドなし：上書きしない 

FQDN：完全修飾ドメイン名で上書きする 

ホスト名のみ：ドメイン名を含まないホスト名のみで上書きする 

タイムスタンプ形式 メッセージに使用されるデフォルトのタイムスタンプ形式を上書きする場合に指定します。 

オーバーライドなし：上書きしない 

ISO8601（現地時間）：ローカル時間での ISO-8601 に従った形式（YYYY-MM-

DDThh:mm:ss+/-hh:mm） 

ISO8601（UTC）：ISO-8601 (UTC)に従った形式 (YYYY-MM-DDThh:mm:ssZ) 

RFC_3164：RFC-3164 に従った形式 (Mmm dd hh:mm:ss) 

 

4. 「送信先が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.3.2. 監査ログの送信先 変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[監査の送信先を表示します]をクリックします。 

 

 

 

2. [監査ログの送信先]タブにて対象の送信先の[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  369 

3. 以下の表に記載した情報を入力し、[更新]をクリックします。 
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設定項目 説明 

設備 監査ログ送信時の syslog ファシリティを指定します。 

メッセージ形式 監査ログメッセージに使用するメッセージ形式を指定します。 

レガシーNetApp：RFC 3164 形式（<PRIVAL>TIMESTAMP [HOSTNAME:Event-

name:Event-severity]: MSG）。 

RFC_5424：RFC 5424 形式(<PRIVAL>VERSION TIMESTAMP HOSTNAME Event-

source - Event-name - MSG) 

ホスト名の形式 メッセージに使用されるデフォルトのホスト名形式を上書きする場合に指定します。 

オーバーライドなし：上書きしない 

FQDN：完全修飾ドメイン名で上書きする 

ホスト名のみ：ドメイン名を含まないホスト名のみで上書きする 

タイムスタンプ形式 メッセージに使用されるデフォルトのタイムスタンプ形式を上書きする場合に指定します。 

オーバーライドなし：上書きしない 

ISO8601（現地時間）：ローカル時間での ISO-8601 に従った形式（YYYY-MM-

DDThh:mm:ss+/-hh:mm） 

ISO8601（UTC）：ISO-8601 (UTC)に従った形式 (YYYY-MM-DDThh:mm:ssZ) 

RFC_3164：RFC-3164 に従った形式 (Mmm dd hh:mm:ss) 

 

4. 「送信先が更新されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  371 

14.2.5.3.3. 監査ログの送信先 削除 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[監査の送信先を表示します]をクリックします。 

 

 

 

2. [監査ログの送信先]タブにて対象の送信先の[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

3. [削除]をクリックします。 

  
 

  

① 

② 

① 

② 
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4. 「デスティネーションが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.4. EMS イベントフィルタ 

Event Management System （EMS:イベント管理システム）でのイベント配信時のフィルタを設定できます。 

 

14.2.5.4.1. EMS イベントフィルタ 設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[イベントの送信先を表示します]をクリックします。 

 

 

 

2. [イベントのフィルタ]タブにて[追加]をクリックします。 

 

  

① 

② 

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  374 

3. 以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前 イベントフィルタ名を指定します。 

既存のイベントフィルタからルールをコピー

します 

既存のイベントフィルタからルールをコピーして使用する場合に指定します。 

 ルール ルールを指定します。ルールを追加する場合、項番 5 を参照してください。 

新しいルールの追加 新しくルールを作成する場合に指定します。 

 ルール ルールを指定します。ルールを追加する場合、項番 5 を参照してください。 
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4. ルールを追加する場合、[追加]をクリックします。 

 

 

5. 以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前パターン フィルタに含める、またはフィルタから除外するイベントのメッセージ名を指定します。 

タイプ イベントのメッセージ名について、含める/除外する から選択します。 

重大度 イベントの重大度を指定します。 

SNMP トラップタイプ イベントと照合する SNMP トラップタイプの値のリストを指定します。 

パラメータ メッセージに含まれるパラメータを絞り込む場合に指定します。 

キー値＝値 の形式で表記します。（例:type=volume） 

キー値は Event Parameters 記載のパラメータです。 

値はパラメータで指定可能な値です。 

パラメータを指定しない場合は*=*と表記します。 

 

イベントパラメータの詳細については、Syslog Translator

（https://mysupport.netapp.com/site/bugs-online/syslog-translator）を参

照してください 

 

  

https://mysupport.netapp.com/site/bugs-online/syslog-translator
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6. [保存]をクリックします。 

 
 

7. 「イベントフィルタが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.4.2. EMS イベントフィルタ 変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[イベントの送信先を表示します]をクリックします。 

 

 

 

2. [イベントのフィルタ]タブにて対象のフィルタの[ ]>[編集]をクリックします。 

 
 

  

② 

③ 

① 

② 

①  
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3. 以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前 イベントフィルタ名を指定します。 

ルール ルールを指定します。ルールを追加・変更・削除する場合、項番 5 以降を参照してください。 

 

4. ルールを追加する場合、[追加]をクリックします。 
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5. 以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前パターン フィルタに含める、またはフィルタから除外するイベントのメッセージ名を指定します。 

タイプ イベントのメッセージ名について、含める/除外する から選択します。 

重大度 イベントの重大度を指定します。 

SNMP トラップタイプ イベントと照合する SNMP トラップタイプの値のリストを指定します。 

パラメータ メッセージに含まれるパラメータを絞り込む場合に指定します。 

キー値＝値 の形式で表記します。（例:type=volume） 

キー値は Event Parameters 記載のパラメータです。 

値はパラメータで指定可能な値です。 

パラメータを指定しない場合は*=*と表記します。 

 

イベントパラメータの詳細については、Syslog Translator

（https://mysupport.netapp.com/site/bugs-online/syslog-translator）を参

照してください 

 

6. ルールを変更する場合、対象のセルをクリックして変更します。 

 

 

  

https://mysupport.netapp.com/site/bugs-online/syslog-translator
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7. ルールの優先順位を変更する場合、対象のルールの[ ]をドラッグ&ドロップして変更します。 

 

 

8. ルールを削除する場合、対象のルールにカーソルをあて、[ ]をクリックします。 
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9. [保存]をクリックします。 

 
 

10. 「イベントフィルタが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.4.3. EMS イベントフィルタ 削除 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[イベントの送信先を表示します]をクリックします。 

 

 

 

2. [イベントのフィルタ]タブにて対象のフィルタの[ ]>[削除]をクリックします。 

 
 

3. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

① 

② 

① 

② 

② 

③ 

①  
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4. 「イベントフィルタが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.5. 通知 設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[イベントの送信先を表示します]をクリックします。 

 

 

 

2. [設定]タブをクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. SNMP、E メール、ウェブフックの設定が確認できます。 
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14.2.5.5.1. SNMP 設定 

14.2.5.5.1.1. SNMP 無効化/有効化 

1. 通知の管理画面より、[設定]タブをクリックします。 

 

 

2. SNMP を無効にする場合、「SNMP」欄の赤枠部のスイッチをクリックします。 
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3. [無効化]をクリックします。 

 
 

4. 「SNMP が無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

5. SNMP を有効にする場合、「SNMP」欄の赤枠部のスイッチをクリックします。 

 
 

6. 「SNMP が有効になりました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.5.1.2. SNMP 設定変更 

1. 通知の管理画面より、[設定]タブをクリックします。 

 

 

2. 「SNMP」欄にて、SNMP 未設定の場合は[編集]をクリックします。 

 
 

SNMP 設定済みの場合は[ ]>[編集]をクリックします。 

 

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

連絡先 連絡先を指定します。 

場所 場所を指定します。 

トラップホスト トラップ送信先ホストの IP アドレスを指定します。 

コミュニティストリング コミュニティストリング名を指定します。 

セキュリティ セキュリティの設定を行う場合に指定します。 
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4. トラップホストまたはコミュニティストリングを追加する場合、[追加]をクリックします。 

 
 

5. トラップホストまたはコミュニティストリングを削除する場合、[ ]をクリックします。 

 

 

6. セキュリティの設定をする場合、[+追加]をクリックします。 
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7. 以下の表の情報を入力し、[追加]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 セキュリティ ユーザ名を指定します。 

エンジン ID(オプション) SNMP エンジンのエンジン ID を指定します。 

認証プロトコル ユーザ認証の認証プロトコルを、なし/MD5/SHA/SHA-256 から選択します。 

MD5/SHA/SHA-256 を選択した場合、パスワードを入力します。 

 パスワード パスワードを入力します。 

パスワードの再入力 パスワードを再入力します。 

プライバシープロトコル プライバシープロトコルを、なし/DES/AES-128 から選択します。 

DES/AES-128 を選択した場合、パスワードを入力します。 

認証プロトコルを設定する場合に表示されます。 

 パスワード パスワードを入力します。 

パスワードの再入力 パスワードを再入力します。 
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8. [更新]をクリックします。 

 
 

9. 「SNMP 設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.5.1.3. SNMP トラップホストのテスト 

1. 通知の管理画面より、[設定]タブをクリックします。 

 

 

2. 「SNMP」欄の[ ]>[トラップホストのテスト]をクリックします。 

 
 

3. 「トラップホストのテストが開始されました。」と表示されることを確認します。 

 

① 

② 
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14.2.5.5.2. E メールサーバ 設定 

14.2.5.5.2.1. E メールサーバ 設定変更 

1. 通知の管理画面より、[設定]タブをクリックします。 

 

 

2. 「E メール」欄の[編集]をクリックします。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

メールサーバ イベントの送信元となる E メールサーバを指定します。 

E メールアドレスから送信します イベントの送信元となる E メールアドレスを指定します。 

 

4. 「E メールサーバが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.5.3. ウェブフック プロキシ設定 

14.2.5.5.3.1. ウェブフック プロキシ設定 

1. 通知の管理画面より、[設定]タブをクリックします。 

 

 

2. ウェブフック欄の[設定]をクリックします。 

 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  397 

3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

プロキシを使用します ウェブフックのプロキシを使用する場合にチェックを入れます。 

サーバ プロキシサーバの URL を指定します。 

ユーザ名 プロキシサーバのユーザ名を指定します。 

パスワード プロキシサーバのパスワードを指定します。 

 

4. 「Webhook Proxy が設定されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.5.3.2. ウェブフック プロキシ変更 

1. 通知の管理画面より、[設定]タブをクリックします。 

 

 

2. ウェブフック欄の[編集]をクリックします。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

プロキシを使用します ウェブフックのプロキシを使用する場合にチェックを入れます。 

サーバ プロキシサーバの URL を指定します。 

ユーザ名 プロキシサーバのユーザ名を指定します。 

パスワード プロキシサーバのパスワードを指定します。 

 

4. 「Webhook プロキシが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.6. SNMP 無効化/有効化 

 

操作 手順 

SNMP を無効化する場合 項番 1 へ進んでください 

SNMP を有効化する場合 項番 4 へ進んでください 

 

1. SNMP を無効化する場合、クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」の[ ]>[SNMP の無効化]をクリックします。 

 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[無効化]をクリックします。 

 

 

3. 「SNMP が無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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4. SNMP を有効化する場合、クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」の[ ]>[SNMP を有効化する]をクリックします。 

 

 

 

5. 「SNMP が有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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14.2.5.7. SNMP 設定変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[SNMP を編集]をクリックします。 

 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

連絡先 連絡先を指定します。 

場所 場所を指定します。 

トラップホスト トラップ送信先ホストの IP アドレスを指定します。 

コミュニティストリング コミュニティストリング名を指定します。 

セキュリティ セキュリティの設定を行う場合に指定します。 
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3. トラップホストまたはコミュニティストリングを追加する場合、[追加]をクリックします。 

 
 

4. トラップホストまたはコミュニティストリングを削除する場合、[ ]をクリックします。 

 

 

5. セキュリティの設定をする場合、[+追加]をクリックします。 
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6. 以下の表の情報を入力し、[追加]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 セキュリティ ユーザ名を指定します。 

エンジン ID(オプション) SNMP エンジンのエンジン ID を指定します。 

認証プロトコル ユーザ認証の認証プロトコルを、なし/MD5/SHA/SHA-256 から選択します。 

MD5/SHA/SHA-256 を選択した場合、パスワードを入力します。 

 パスワード パスワードを入力します。 

パスワードの再入力 パスワードを再入力します。 

プライバシープロトコル プライバシープロトコルを、なし/DES/AES-128 から選択します。 

DES/AES-128 を選択した場合、パスワードを入力します。 

認証プロトコルを設定する場合に表示されます。 

 パスワード パスワードを入力します。 

パスワードの再入力 パスワードを再入力します。 
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7. [更新]をクリックします。 

 

 

8. 「SNMP 設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.5.8. E メールサーバ 設定変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[メールサーバを編集します]をクリックします。 

 

 

 

2. 以降の手順については「14.2.5.5.2. E メールサーバ 設定」を参照してください。 

 

 

  

① 

② 
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14.2.5.9. ウェブフック プロキシ 設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「通知の管理」欄の[ ]>[プロキシを設定します]をクリックします。 

 

 
 

2. 以降の手順については「14.2.5.5.3. ウェブフック プロキシ設定」を参照してください。 

 

  

① 

② 
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14.2.6. メディエーター 

14.2.6.1. メディエーター 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「メディエーター」にて設定を確認できます。 
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14.2.6.2. メディエーター 設定 

本章は、メディエーターの設定について記載しています。前提条件としてクラスタピアが設定済みである必要があります。クラスタ

ピアの設定を行う場合は、「12.1.2.2. クラスタピア 作成」を参照してください。 

 

1. クラスタ設定の管理画面より、「メディエーター」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. [追加]をクリックします。 
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3. 以下の項目を入力し、Enter キーを押します。 

 

 

設定項目 説明 

IP アドレス メディエーターの IP アドレスを指定します。 

ユーザ名 メディエーターのユーザ名を指定します。 

パスワード メディエーターのパスワードを指定します。 

ポート 使用するポートを指定します。デフォルトは 31784 です。 

クラスタピア ローカルクラスタの自動フェイルオーバー先となるリモートクラスタを指定します。 

証明書 メディエーターの証明書を指定します。 

 

4. 「ONTAP メディエーターが追加されました。」と表示されることを確認し、[閉じる]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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14.2.6.3. メディエーター 削除 

1. クラスタ設定の管理画面より、「メディエーター」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 対象のメディエーターの[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 「ONTAP メディエーターが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.7. UI 設定 

14.2.7.1. UI 設定 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「UI 設定」にて設定を確認できます。 
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14.2.7.2. UI 設定 変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「UI 設定」欄の[ ]をクリックします。 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

非アクティブ時のタイムアウト 非アクティブ時のタイムアウトする時間（分）を指定します。 

グローバル検索の更新間隔 グローバル検索の更新間隔（分）を指定します。 

グリッドデータの自動更新 グリッドデータを自動更新する場合にチェックを入れます。自動更新間隔（秒）を指定します。 

ログレベル ログレベルを指定します。 

INFO/OFF/ERROR/WARN/DEBUG/から選択します。 

ワークフローを Ansible プレ

イブックとして保存できるよう

にする 

「Ansible プレイブック」ボタンを表示する場合にチェックを入れます。 

チェックを外すと、トップバーに表示されていた Ansible プレイブックメニューや、ボリュームの追加

画面等の下部の Ansible プレイブックボタンは削除されます。 

テレメトリログを許可する テレメトリロギングを有効にする場合にチェックを入れます。  

テレメトリログが許可されている場合、ログにはメッセージをトリガーしたプロセスを示す特定のテレ

メトリ識別子が付与されます。識別子は運用ワークフローの名前と番号（例：「add-volume 

- 1941290」）で構成されます。 
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3. 「UI 設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.8. ActiveIQ 登録 

14.2.8.1. ActiveIQ 登録 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「ActiveIQ 登録」にて設定を確認できます。 
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14.2.8.2. ActiveIQ 登録 設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「ActiveIQ 登録」の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. [Continue]をクリックします。 
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3. OTP(One Time Password)認証を求められた場合は NetApp アカウントに登録済みのメールアドレスを入力し、

[Next]をクリックします。 

 

 

4. 登録したアドレスで OTP(One Time Password)メールを受信し、OTP をコピーしてください。 

赤枠部に OTP を貼り付け、[Continue]をクリックします。 

 

 

① 

② 

① 

② 
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5. [Link with ONTAP System Manager]をクリックします。 

 
 

6. ステータスが「登録済み」となっていることを確認します。 
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14.2.8.3. ActiveIQ 登録 解除 

1. クラスタ設定の管理画面より、「ActiveIQ 登録」の[登録解除]をクリックします。 

 

 
 

2. [登録解除]をクリックします。 

 

 

3. ステータスが「登録されていません」となっていることを確認します。 
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14.2.9. ファイルシステム設定 

14.2.9.1. ファイルシステム設定 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「ファイルシステム設定」にて設定を確認できます。 
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14.2.9.2. ファイルシステム設定 変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「ファイルシステム設定」の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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3. 「ファイルシステム設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

アクティビティの追跡  

 既存の STORAGE VM で有効化 既存の SVM でアクティビティの追跡を有効化する場合、対象にチェックを入れま

す。 

新しい Storage VM で有効にする。 新規作成した SVM でアクティビティの追跡を有効化する場合、対象にチェックを

入れます。 

分析  

 既存の STORAGE VM で有効化 既存の SVM でファイルシステム分析を有効化する場合、対象にチェックを入れま

す。 

新しい Storage VM で有効にする。 新規作成した SVM でファイルシステム分析を有効化する場合、対象にチェックを

入れます。 
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14.2.10. 暗号化 

14.2.10.1. 暗号化 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「暗号化」にて設定を確認できます。 

 

 
 

2. ボリュームの暗号化、非暗号化、暗号化の進捗状況等を確認するには、赤枠の中の青数字をクリックします。 
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3. 各種ボリュームの一覧が表示されます。下図は暗号化されたボリュームを表示した場合のものです。 
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14.2.10.2. 暗号化 オンボードキーマネージャ 設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「暗号化」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

暗号化キーを格納する場所を指定します。 オンボードキーマネージャを指定します。 

 パスフレーズ 32 文字以上のパスフレーズを設定してください。 
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3. 「オンボードキーマネージャが設定され、ディスクのキーが変更されました。」と表示されることを確認します。[キーデータベースを

ダウンロードします。]をクリックします。 

 

 

4. [ダウンロード]をクリックし、キーデータベースのファイル(xx_keydb.txt)がダウンロードされたことを確認します。 
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14.2.10.3. 暗号化 オンボードキーマネージャ 削除 

1. クラスタ設定の管理画面より、「暗号化」欄の[ ]>[オンボードキーマネージャを削除します]をクリックします。 

 

 
 

2. [OK]をクリックします。 

 
 

3. 「オンボードキーマネージャが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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14.2.10.4. 暗号化 外部キーマネージャ 設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「暗号化」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. [外部キーマネージャ]を選択します。 
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3. キーサーバの[＋追加]をクリックし、以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

IP アドレスまたはホスト名 外部キー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ポート ポート番号は固定値です。 

セカンダリキーサーバ セカンダリキー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。指定する場合は

[追加]をクリックします。 

 

4. キーサーバの設定は [ ]>[削除]で行を削除することが可能です。 

 

 

5. セカンダリキーサーバを追加する場合は[追加]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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6.  [＋追加]をクリックし、以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

IP アドレスまたはホスト名 セカンダリ外部キー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ポート セカンダリ外部キー管理サーバのポート番号を指定します。 

 

7. KMIP サーバ CA 証明書を登録するには、[新しい証明書を追加する]をクリックします。 

 

 

8. 以下の表の情報を記載し、[保存]をクリックします。 

 

① 

② 
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設定項目 説明 

名前 証明書の名前を指定します。 

証明書の詳細 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、証明書ファイルの内

容をコピーして貼り付けます。 

 

9. 「証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

10. KMIP クライアント証明書を登録するには、[新しい証明書を追加する]をクリックします。 

 

 

11. 以下の表の情報を記載し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

名前 証明書の名前を指定します。 

証明書の詳細 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、証明書ファイルの内

容をコピーして貼り付けます。 

秘密鍵 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、秘密鍵の内容をコピ

ーして貼り付けます。 

 

12. 「証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

13. [保存]をクリックします。 

 
 

14. 「外部キー管理ツールが設定されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.10.5. 暗号化 外部キーマネージャ 編集 

1. クラスタ設定の管理画面より、「暗号化」欄の[ ]>[外部キーマネージャの編集]をクリックします。 

 

 
 

2. キーサーバについて、以下の表の情報を入力します。キーサーバを追加する場合は[追加]をクリックしてください。 

 

 

設定項目 説明 

IP アドレスまたはホスト名 外部キー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ポート ポート番号は固定値です。 

セカンダリキーサーバ セカンダリキー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。指定する場合は

[追加]をクリックします。 

① 

② 
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3. キーサーバの設定は [ ]>[削除]で行を削除することが可能です。 

 

 

4. セカンダリキーサーバを追加する場合は[追加]をクリックします。 

 

 

5.  [＋追加]をクリックし、以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

IP アドレスまたはホスト名 セカンダリ外部キー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ポート セカンダリ外部キー管理サーバのポート番号を指定します。 

 

  

① 

② 

① 

② 
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6. KMIP サーバ CA 証明書を登録するには、[新しい証明書を追加する]をクリックします。 

 

 

7. 以下の表の情報を記載し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 証明書の名前を指定します。 

証明書の詳細 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、証明書ファイルの内

容をコピーして貼り付けます。 

 

8. 「証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9. KMIP クライアント証明書を登録するには、[新しい証明書を追加する]をクリックします。 

 

 

10. 以下の表の情報を記載し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 証明書の名前を指定します。 

証明書の詳細 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、証明書ファイルの内

容をコピーして貼り付けます。 

秘密鍵 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、秘密鍵の内容をコピ

ーして貼り付けます。 

 

11. 「証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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12. [保存]をクリックします。 

 
 

13. 「外部キー管理ツールが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.10.6. 暗号化 外部キーマネージャ 削除 

1. クラスタ設定の管理画面より、「暗号化」欄の[ ]>[外部キーマネージャを削除します]をクリックします。 

 

 
 

2. [OK]をクリックします。 

 
 

3. 「外部キーマネージャが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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14.2.10.7. 暗号化 キーデータベース バックアップ 

1. クラスタ設定の管理画面より、「暗号化」欄の[ ]>[キーデータベースのバックアップ]をクリックします。 

 

 

 

2. [ダウンロード]をクリックします。キーデータベースのファイル(xx_keydb.txt)がダウンロードされたことを確認します。 

 

 

3. 「キーデータベースの詳細を取得しました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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14.2.10.8. 暗号化 ボリュームの暗号化 

1. クラスタ設定の管理画面より、「暗号化」欄の[ ]>[ボリュームを暗号化]をクリックします。 

 

 

 

2. 暗号化するボリュームにチェックを入れ、[暗号化]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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3. 「ボリューム暗号化のキューに登録されました。ボリューム暗号化の進捗状況は、初期化後に追跡できます。」と表示されるこ

とを確認します。 

 
 

4. ボリュームの暗号化の進捗について、ボリューム管理画面にて確認することができます。 
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14.2.11. ユーザとロール 

14.2.11.1. ユーザとロール 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「ユーザとロール」にて設定を確認できます。 

 

 

 

2. 「ユーザとロール」の欄の[ ]をクリックします。 
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3. ユーザとロールの管理画面が表示されます。 
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14.2.11.2. ロール 作成 

1. ユーザとロールの管理画面より、ロールの[+追加]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ロール名 ロール名を指定します。 

REST API パス REST API パスを指定します。 

セカンダリパス REST API のセカンダリパスを指定します。 

アクセス アクセス権を指定します。読み取り専用、なし、読み取り/書き込みから選択します。 
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3. 「ロールが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.11.3. ロール 変更 

1. ユーザとロールの管理画面より、対象のロールを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

REST API パス REST API パスを指定します。 

セカンダリパス REST API のセカンダリパスを指定します。 

アクセス アクセス権を指定します。読み取り専用、なし、読み取り/書き込みから選択します。 

 

  

① 

② 
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3. 「ロールが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.11.4. ロール 削除 

ロールを削除する前に、削除対象のロールが割り当てられているユーザがないことを確認してください。 

 

1. ユーザとロールの管理画面より、対象のロールを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「ロールが削除されました」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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14.2.11.5. ユーザ 作成 

ユーザに新規作成したロールを割り当てる場合は、先にロールを作成する必要があります。「14.2.11.2. ロール 作成」を参照

し、ロールを作成してください。 

 

1. ユーザとロールの管理画面より、ユーザの[+追加]をクリックします。 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

System Manager サインインターゲットを System Manager にする場合に指定します。 

 ユーザ名 ユーザ名を指定します。 

ロール ロールを指定します。 

アプリケーション サインインに使用するアプリケーションを指定します。 

認証 サインイン時の認証方法を指定します。 

 パスワード ユーザのパスワードを指定します。 

認証方法にパスワードを指定した場合に設定が必要です。 

パスワードの再入力 パスワードを再入力します。 

認証方法にパスワードを指定した場合に設定が必要です。 

仮想化製品 サインインターゲットを仮想化製品にする場合に指定します。 

 JSON ファイルのアップロード JSON ファイルを指定します。[参照]をクリックし、ファイルを選択してください。 

Virtual Storage Console(VSC)等の仮想アプライアンス型ソフトウェアから JSON ファ

イルをダウンロードすることで、ソフトウェアに必要な権限をもつユーザを作成することができま

す。 

 

3. 「ユーザが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.11.6. ユーザ 変更 

ユーザに新規作成したロールを割り当てる場合は、先にロールを作成する必要があります。「14.2.11.2. ロール 作成」を参照

し、ロールを作成してください。 

 

1. ユーザとロールの管理画面より、対象のユーザを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  456 

設定項目 説明 

ロール ロールを指定します。 

アプリケーション サインインに使用するアプリケーションを指定します。 

認証 サインイン時の認証方法を指定します。 

 パスワード ユーザのパスワードを指定します。 

パスワード以外の認証方式からパスワード方式に変更する場合に設定が必要です。 

パスワードの再入力 パスワードを再入力します。 

パスワード以外の認証方式からパスワード方式に変更する場合に設定が必要です。 

 

3. 「ユーザが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.11.7. ユーザ パスワードの変更 

本章は、認証方式に「パスワード」を指定した場合のみ実施できます。 

 

1. ユーザとロールの管理画面より、対象のユーザを選択し、[ ]>[パスワードの変更]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 

 

 

2. 新しいパスワードを入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

3. 「パスワードが更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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4. admin のパスワードを変更した場合、ブラウザが自動的に更新され、サインイン画面が表示されます。変更後のパスワードで

サインインできることを確認してください。 
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14.2.11.8. ユーザ ロック/ロック解除 

本章は、認証方式に「パスワード」を指定した場合のみ実施できます。 

 

操作 手順 

ユーザをロックする場合 項番 1 へ進んでください 

ユーザをロック解除する場合 項番 4 へ進んでください 

 

1. ユーザをロックする場合、ユーザとロールの管理画面より、対象のユーザを選択し、[ ]>[ロック]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[ロック]をクリックします。 

 

 

3. 「ユーザがロックされました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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4. ユーザをロック解除する場合、ユーザとロールの管理画面より、対象のユーザを選択し、[ ] >[ロック解除]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 

 

 

5. 「ユーザのロックが解除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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14.2.11.9. ユーザ 削除 

admin(System Manager 管理ユーザ)を削除することはできません。 

 

1. ユーザとロールの管理画面より、対象のユーザを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 

 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「ユーザが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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14.2.12. SAML 認証 

本機能は、SAML 認証を設定し、外部のアイデンティティプロバイダ（IdP）によってユーザ認証する機能を提供します。 

ご利用には、SAML 認証用の Idp を設定する必要があります。 

本手順書では SAML 認証の管理画面のみ記載し、その他の手順は割愛いたします。 

 

14.2.12.1. SAML 認証 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「SAML 認証」にて設定を確認できます。 
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14.2.13. OAuth2.0 認証 

本機能は、OAuth2.0 認証を設定し、外部の認可サーバが発行するアクセストークンによって安全にユーザ認証する機能を提

供します。 

本手順書では OAuth2.0 認証の管理画面のみ記載し、その他の手順は割愛いたします。 

 

14.2.13.1. OAuth2.0 認証 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「OAuth2.0 認証」にて設定を確認できます。 

 

 
 

2. 「OAuth2.0 認証」の欄の[ ]をクリックします。 
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3. OAuth2.0 認証の管理画面が表示されます。 
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14.2.14. 証明書 

14.2.14.1. 証明書 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。 
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14.2.14.2. CSR 作成 

System Manager では秘密鍵とそれに対応する CSR（証明書署名要求）が生成できます。認証局が CSR に署名し、

パブリック証明書を生成できます。 

 

1. 証明書管理画面にて[CSR を生成]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[生成]をクリックします。項番 4 に進んでください。 

※詳細に設定する場合、[その他のオプション]をクリックして項番 3 に進んでください。 

 

 

操作 手順 

共通名 共通名を指定します。 

例 example.corp.com 

国 国を指定します。 

組織 組織を指定します。 

例 Corp 

組織単位 組織単位を指定します。 

例 Finance 
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3. 以下の表の情報を入力し、[生成]をクリックします。 
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操作 手順 

アルゴリズム 暗号アルゴリズムを指定します。 

ハッシュ関数 ハッシュ関数を指定します。 

セキュリティ強度 セキュリティ強度を指定します。 

鍵用途 鍵の用途を指定します。 

拡張鍵 拡張鍵の用途を指定します。 

サブジェクト名 サブジェクト名を指定します。 

 共通名 共通名を指定します。 

例 example.corp.com 

国 国を指定します。 

組織 組織を指定します。 

例 Corp 

組織単位 組織単位を指定します。 

例 Finance 

サブジェクトの別名（SAN） サブジェクトの別名を指定します。 

サブジェクト名を指定した場合、別名の指定は省略できます。 

 URI URI を指定します。 

DNS サーバ DNS サーバを完全修飾ドメイン名（FQDN）で指定します。 

IP アドレス IP アドレスを指定します。 

サブジェクトの E メール E メールアドレスを指定します。 

 

4. [ファイルにエクスポート]をクリックします。privateKey.pem と csr.pem がダウンロードされることを確認し、[閉じる]をクリック

します。 

 

① ② 
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14.2.14.3. 信頼された認証局 

14.2.14.3.1. 信頼された認証局 作成 

1. 証明書管理画面にて、[信頼された認証局]をクリックします。 

 

 

2. [追加]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前 証明書名を指定します。 

スコープ スコープを指定します。 

共通名 共通名を指定します。 

タイプ 証明書のタイプをサーバ/クライアントから指定します。 

 

4. 「証明書の詳細」の[インポート]をクリックします。 
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5. 証明書ファイルを指定し、[open]をクリックします。 

 

 

6. [追加]をクリックします。 

 

 

7. 「信頼された認証局が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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14.2.14.3.2. 信頼された認証局 ファイルにエクスポート 

1. 証明書管理画面にて、[信頼された認証局]をクリックします。 

 

 

2. 対象の認証局を選択し、 [ ]>[ファイルにエクスポート]をクリックします。 

 

 

3. Pem ファイルがダウンロードフォルダに保存されたことを確認します。 

  

① 

② 
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14.2.14.3.3. 信頼された認証局 削除 

1. 証明書管理画面にて、[信頼された認証局]をクリックします。 

 

 

2. 対象の認証局を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 必要に応じてチェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
証明書のスコープがクラスタ（Admin SVM）の場合 

 

 
証明書のスコープがクラスタ以外の場合 

 

4. 「証明書が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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14.2.14.3.4. 信頼された認証局 更新 

1. 証明書管理画面にて、[信頼された認証局]をクリックします。 

 

 

2. 対象の認証局を選択し、[ ]>[更新]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 新しい証明書名を入力します。 

 

 

4. 「証明書の詳細」の[インポート]をクリックします。 

 

 

5. 証明書ファイルを指定し、[open]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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8. [更新]をクリックします。 

 
 

9. 「証明書を更新しています。に成功しました。」と表示されることを確認します。更新内容を確認し、[閉じる]をクリックします。 
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14.2.14.4. クライアント/サーバ証明書 

14.2.14.4.1. クライアント/サーバ証明書 作成 

署名された証明書ファイルを使用してクライアント/サーバ証明書を作成することができます。 

 

1. 証明書管理画面にて、[クライアント/サーバ証明書]をクリックします。 

 

 

2. [追加]をクリックします。 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  479 

3. 以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

証明書名 証明書名を指定します。 

スコープ スコープを指定します。 

共通名 共通名を指定します。 

タイプ 証明書のタイプをサーバ/クライアントから指定します。 

ハッシュ関数 ハッシュ関数を指定します。 
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4. 「証明書の詳細」の[インポート]をクリックします。 

 
 

5. 署名入り証明書ファイルを指定し、[open]をクリックします。 

 
 

6. 「秘密鍵」の[インポート]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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7. 秘密鍵のファイルを選択し、[open]をクリックします。 

 
 

8. [保存]をクリックします。 

 
 

9. 「クライアント/サーバ証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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14.2.14.4.2. クライアント/サーバ証明書 ファイルにエクスポート 

1. 証明書管理画面にて、[クライアント/サーバ証明書]をクリックします。 

 

 

2. 対象の証明書を選択し、[ ]>[ファイルにエクスポート]をクリックします。 

 
 

3. 証明書がダウンロードフォルダに保存されたことを確認します。 

  

① 

② 
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14.2.14.4.3. クライアント/サーバ証明書 削除 

1. 証明書管理画面にて、[クライアント/サーバ証明書]をクリックします。 

 

 

2. 対象の証明書を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 必要に応じてチェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
証明書のスコープがクラスタの場合 

 

 
証明書のスコープがクラスタ以外の場合 

 

4. 「証明書が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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14.2.14.4.4. クライアント/サーバ証明書 更新 

1. 証明書管理画面にて、[クライアント/サーバ証明書]をクリックします。 

 

 

2. 対象の証明書を選択し、[ ]>[更新]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

新しい証明書名 更新後の新しい証明書名を指定します。 

証明書に自己署名する 証明書に自己署名する場合にチェックを入れます。自己署名する場合は、証明書と秘密鍵

のインポートは不要です。 

 有効期間 有効期間を指定します。 

 

4. 「証明書の詳細」の[インポート]をクリックします。 
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5. 署名入り証明書ファイルを指定し、[open]をクリックします。 

 
 

6. 「秘密鍵」の[インポート]をクリックします。 

 

 

7. 秘密鍵のファイルを選択し、[open]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 

① 

② 
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8. [更新]をクリックします。 

 
 

9. 更新内容を確認し、[閉じる]をクリックします。 
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14.2.14.4.5. 自己署名証明書 作成 

1. 証明書管理画面にて、[クライアント/サーバ証明書]をクリックします。 

 

 

2. [自己署名証明書を生成]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

証明書名 証明書名を指定します。 

スコープ スコープを指定します。 

共通名 共通名を指定します。 

タイプ 証明書のタイプをサーバ/クライアントから指定します。 

ハッシュ関数 ハッシュ関数を指定します。 

キーサイズ キーサイズを指定します。 

有効期限 有効期限を指定します。 
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4. 「自己署名証明書が生成されました」と表示されることを確認します。 
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14.2.14.5. ローカル認証局 

14.2.14.5.1. ローカル認証局 作成 

1. 証明書管理画面にて、[ローカル認証局]をクリックします。 

 
 

2. [追加]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。項番 5 に進んでください。 

※詳細に設定する場合、[その他のオプション]をクリックし、項番 4 に進んでください。 

 
 

設定項目 説明 

証明書名 証明書名を指定します。 

スコープ スコープを指定します。 

共通名 共通名を指定します。 
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4. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 証明書名を指定します。 

スコープ スコープを指定します。 

共通名 共通名を指定します。 

ハッシュ関数 ハッシュ関数を指定します。 

キーサイズ キーサイズを指定します。 

有効期限 有効期限を指定します。 

 

5. 「ローカル認証局が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.14.5.2. ローカル認証局 証明書に署名 

1. 証明書管理画面にて、[ローカル認証局]をクリックします。 

 
 

2. 対象の証明書を選択し、[ ]>[証明書に署名]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. [インポート]をクリックします。 

 
 

4. インポートする csr.pem ファイルを選択し、[open]をクリックします。 

 
 

5. 有効期間を設定し、[署名]をクリックします。 

 
 

① 

② 
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6. [ファイルにエクスポート]をクリックします。”xxx_signed_certificate.pem”がダウンロードされたことを確認し、[閉じる]をク

リックします。 
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14.2.14.5.3. ローカル認証局 ファイルにエクスポート 

1. 証明書管理画面にて、[ローカル認証局]をクリックします。 

 
 

2. 対象の証明書を選択し、[ ]>[ファイルにエクスポート]をクリックします。 

 

 

3. pem ファイルがダウンロードされたことを確認します。 

  

① 

② 
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14.2.14.5.4. ローカル認証局 削除 

1. 証明書管理画面にて、[ローカル認証局]をクリックします。 

 
 

2. 対象の証明書を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

3. [削除]をクリックします。 

 
 

① 

② 
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4. 「証明書が削除されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.14.5.5. ローカル認証局 更新 

1. 証明書管理画面にて、[ローカル認証局]をクリックします。 

 
 

2. 対象の証明書を選択し、[ ]>[更新]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力し、[更新]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

新しい証明書名 更新後の新しい証明書名を指定します。 

有効期間 有効期間を指定します。 

 

4. 更新内容を確認し、[閉じる]をクリックします。 

 
 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  503 

5. 対象の証明書が更新されたことを確認します。 
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14.2.15. マルチ管理者承認 

ボリュームや Snapshot の削除などの特定の処理を、指定した管理者からの承認がないと実行できないようにすることができま

す。これにより、侵害を受けた管理者、悪意のある管理者、または経験の浅い管理者が、望ましくない変更やデータの削除を行う

ことを防止できます。 

 

14.2.15.1. マルチ管理者承認 管理 

本章はマルチ管理者承認設定が有効になっている状態での画面での手順を記載しています。 

 

1. クラスタ設定の管理画面より、「マルチ管理者承認」欄の[ ]または「有効な処理」の青数字をクリックします。 

 

 

 

2. マルチ管理者承認管理画面が表示され、管理者設定や管理者承認が必要なコマンドが確認できます。 
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3. クラスタ設定の管理画面より、「マルチ管理者承認」欄の「未完了リクエスト」の青数字をクリックします。 

 

 

 

4. Multi-Admin リクエスト画面が表示され、リクエスト一覧を確認することができます。 
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14.2.15.2. マルチ管理者承認 設定 

1. クラスタ設定の管理画面より、「マルチ管理者承認」の欄の[ ]をクリックします。 
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2. 以下画面が表示されます。 
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3. 承認グループを作成します。 「続行するには、少なくとも 1 つの承認グループを追加してください」にて、[追加]をクリックし、以

下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前 グループ名を指定します。 

承認者 ユーザのリストから承認者を指定します。 

承認者の数は項番 4 で設定する「必要な承認者数」より多い必要があります。 

E メールアドレス リクエストの送信先となる E メールアドレスを指定します。 

デフォルトグループ デフォルトの承認グループとする場合、チェックを入れます。 

 

4. 承認者の承認が必要なコマンド（ルール）を設定します。画面に表示されたコマンドに対しマルチ管理者承認ルールを設定

する場合には、「続行するには少なくとも 1 つのルールを追加してください」にて、以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

クエリ 必要なコマンドオプションと値を指定します。 

必須の承認者 指定するコマンドを実行するために必要な承認者の数を指定します。 

項番 3 で設定した「承認者」より少ない数を設定する必要があります。 

承認グループ コマンドの実行を承認するグループを指定します。 
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5. 画面に表示されたコマンド以外にもマルチ管理者承認を設定するコマンドを増やす場合には、[追加]をクリックし、以下の表

の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

処理 コマンドをリストから選択します。 

クエリ 必要なコマンドオプションと値を指定します。 

必須の承認者 指定するコマンドを実行するために必要な承認者の数を指定します。 

項番 3 で設定した「承認者」より少ない数を設定する必要があります。 

承認グループ コマンドの実行を承認するグループを指定します。 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  510 

6. マルチ管理者承認を設定するコマンドを削除する場合、対象のコマンドにカーソルをあわせ、 [  ]をクリックします。 

 
 

7. 詳細な設定を行う場合[詳細設定]をクリックし、以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

必要な承認者数 指定するコマンドを実行するために必要な承認者の数を指定します。 

デフォルト承認グループの「承認者数」より少ない必要があります。 

実行リクエストの有効期限 実行リクエストの有効期限を指定します。 

承認リクエストの有効期限 承認リクエストの有効期限を指定します。 

メールサーバ リクエストの送信元となるメールサーバを指定します。 

送信元 E メールアドレス リクエストの送信元となる E メールアドレスを指定します。 
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8. [有効化]をクリックします。 

 

 

9. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.15.3. マルチ管理者承認 設定変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「マルチ管理者承認」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. 設定の[編集]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力します。 
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設定項目 説明 

必要な承認者数 指定するコマンドを実行するために必要な承認者の数を指定します。 

デフォルト承認グループの「承認者」より少ない必要があります。 

実行リクエストの有効期限 実行リクエストの有効期限を指定します。 

承認リクエストの有効期限 承認リクエストの有効期限を指定します。 

メールサーバ リクエストの送信元となるメールサーバを指定します。 

送信元 E メールアドレス リクエストの送信元となる E メールアドレスを指定します。 

 

4. 承認グループの設定変更をする場合、対象の承認グループにて以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

承認者 ユーザのリストから承認者を指定します。 

承認者の数は項番 3 で設定した「必要な承認者数」より多い必要があります。 

E メールアドレス リクエストの送信先となる E メールアドレスを指定します。 

デフォルトグループ デフォルトの承認グループとする場合、チェックを入れます。 
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5. 承認グループを追加する場合、[＋追加]をクリックし、以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

名前 グループ名を指定します。 

承認者 ユーザのリストから承認者を指定します。 

承認者の数は項番 3 で設定した「必要な承認者数」より多い必要があります。 

E メールアドレス リクエストの送信先となる E メールアドレスを指定します。 

デフォルトグループ デフォルトの承認グループとする場合、チェックを入れます。 

 

6. 承認グループを削除する場合、対象の承認グループにカーソルをあわせ、[ ]をクリックします。 

 

 

 

  

① 

② 
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7. [保存]をクリックします。 

 
 

8. 管理者グループに設定変更のリクエストが送信され、赤枠内のようなメッセージが表示されます。要求インデックスの番号は承

認者が承認を行う際に参照されます。 

 
 

9. リクエストの承認手順については「14.2.15.5. マルチ管理者承認 リクエスト承認」を参照してください。 

 

10. 承認完了後、項番 1～6 を同様に繰り返し、「設定が更新されました。」とメッセージが表示されることを確認します。 
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14.2.15.4. マルチ管理者承認 ルール変更 

1. クラスタ設定の管理画面より、「マルチ管理者承認」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. ルールの[編集]をクリックします。 
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3. 既存のルールを変更する場合、対象の箇所をクリックし、以下の表の情報を指定します。 

 

 

設定項目 説明 

クエリ 必要なコマンドオプションと値を指定します。 

必須の承認者 指定するコマンドを実行するために必要な承認者の数を指定します。 

承認グループに所属する承認者数より少ない必要があります。 

承認グループ コマンドの実行を承認するグループを指定します。 

 

4. マルチ管理者承認を設定するコマンドを増やす場合、「＋追加」をクリックし、以下の表の情報を入力します。 
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設定項目 説明 

処理 コマンドをリストから選択します。 

クエリ 必要なコマンドオプションと値を指定します。 

必須の承認者 指定するコマンドを実行するために必要な承認者の数を指定します。 

承認グループに所属する承認者数より少ない必要があります。 

承認グループ コマンドの実行を承認するグループを指定します。 

 

5. 既存のルールを削除する場合、対象の箇所にカーソルを置き、[  ]をクリックします。 

 

 

6. [保存]をクリックします。 
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7. 管理者グループに設定変更のリクエストが送信され、赤枠内のようなメッセージが表示されます。要求インデックスの番号は承

認者が承認を行う際に参照されます。 

 
 

8. リクエストの承認手順については「14.2.15.5. マルチ管理者承認 リクエスト承認」を参照してください。 

 

9. 承認完了後、項番 1～6 を同様に繰り返し、「ルールが更新されました。」とメッセージが表示されることを確認します。 
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14.2.15.5. マルチ管理者承認 リクエスト承認 

1. 承認グループのユーザで System Manager にログインします。 

 
 

2. [イベントとジョブ]>[Multi-Admin リクエスト]をクリックします。 

 
 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書③ 

SB C&S 株式会社  522 

3. 対象のリクエストを選択し、[ ]>[承認]をクリックします。 

 
 

4. 内容を確認し、[承認]をクリックします。 

 
 

5. 「リクエストが承認されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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14.2.15.6. マルチ管理者承認 リクエスト拒否 

1. 承認グループのユーザで System Manager にログインします。 

 
 

2. [イベントとジョブ]>[Multi-Admin リクエスト]をクリックします。 

 
 

 

  

① 

② 
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6. 対象のリクエストを選択し、[ ]>[却下]をクリックします。 

 
 

3. 内容を確認し、[却下]をクリックします。 

 
 

4. 「要求が拒否されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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14.2.15.7. マルチ管理者承認 リクエスト削除 

1. 承認グループのユーザで System Manager にログインします。 

 
 

2. [イベントとジョブ]>[Multi-Admin リクエスト]をクリックします。 

 
 

 

  

① 

② 
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3. 対象のリクエストを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 
 

4. 内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 
 

5. 「要求が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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14.2.15.8. マルチ管理者承認 有効化/無効化 

1. クラスタ設定の管理画面より、「マルチ管理者承認」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

設定項目 説明 

マルチ管理者承認を無効化する場合 項番 2 へ進んでください。 

マルチ管理者承認を有効化する場合 項番 6 へ進んでください。 

 

2. マルチ管理者承認を無効化する場合、トグルボタンをクリックします。 
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3. 「マルチ管理者承認を無効にします。」というメッセージが表示されます。その後、管理者グループに設定変更のリクエストが送

信され、赤枠内のようなメッセージが表示されます。要求インデックスの番号は承認者が承認を行う際に参照されるため、番

号をメモし、承認者に伝えておくとスムーズです。 

 

 

 

 

4. リクエストの承認手順については「14.5.15.5. マルチ管理者承認 リクエスト承認」を参照してください。 

 

5. 承認完了後、項番 1～2 を同様に繰り返し、「マルチ管理者承認が無効になりました。」とメッセージが表示されることを確

認します。 

 

 

6. マルチ管理者承認を有効化する場合、トグルボタンをクリックします。 
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7. 以下画面が表示されます。 
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8. 承認グループを設定します。承認グループの設定変更をする場合は、対象のグループに以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

承認者 ユーザのリストから承認者を指定します。 

承認者の数は項番 11 以降で設定する「必要な承認者数」より多い必要があります。 

E メールアドレス リクエストの送信先となる E メールアドレスを指定します。 

デフォルトグループ デフォルトの承認グループとする場合、チェックを入れます。 

 

9. 承認グループを追加する場合は[＋追加]をクリックし、以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

名前 グループ名を指定します。 

承認者 ユーザのリストから承認者を指定します。 

承認者の数は項番 11 以降で設定する「必要な承認者数」より多い必要があります。 

E メールアドレス リクエストの送信先となる E メールアドレスを指定します。 

デフォルトグループ デフォルトの承認グループとする場合、チェックを入れます。 

 

  

① 

② 
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10. 承認グループを削除する場合は対象のグループにカーソルをあわせ、 [ ]をクリックします。 

 

 

11. 承認者の承認が必要なコマンド（ルール）を設定します。既存のルールを変更する場合、対象の箇所をクリックし、以下の

表の情報を指定します。 

 

 

設定項目 説明 

クエリ 必要なコマンドオプションと値を指定します。 

必須の承認者 指定するコマンドを実行するために必要な承認者の数を指定します。 

承認グループに所属する承認者数より少ない必要があります。 

承認グループ コマンドの実行を承認するグループを指定します。 
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12. 既存のルールにマルチ管理者承認を設定するコマンドを増やす場合、「＋追加」をクリックし、以下の表の情報を入力しま

す。 

 

 

設定項目 説明 

処理 コマンドをリストから選択します。 

クエリ 必要なコマンドオプションと値を指定します。 

必須の承認者 指定するコマンドを実行するために必要な承認者の数を指定します。 

承認グループに所属する承認者数より少ない必要があります。 

承認グループ コマンドの実行を承認するグループを指定します。 

 

13. 既存のルールを削除する場合、対象の箇所にカーソルを置き、[  ]をクリックします。 
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10. 詳細な設定を行う場合[詳細設定]をクリックし、以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

必要な承認者数 指定するコマンドを実行するために必要な承認者の数を指定します。 

デフォルト承認グループの「承認者数」より少ない必要があります。 

実行リクエストの有効期限 実行リクエストの有効期限を指定します。 

承認リクエストの有効期限 承認リクエストの有効期限を指定します。 

メールサーバ リクエストの送信元となるメールサーバを指定します。 

送信元 E メールアドレス リクエストの送信元となる E メールアドレスを指定します。 

 

14. [有効化]をクリックします。 
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15. 管理者グループに設定変更のリクエストが送信され、赤枠内のようなメッセージが表示されます。要求インデックスの番号は承

認者が承認を行う際に参照されるため、番号をメモし、承認者に伝えておくとスムーズです。 

 

 

16. リクエストの承認手順については「14.5.15.5. マルチ管理者承認 リクエスト承認」を参照してください。 

 

17. 申請者ユーザでログインし、マルチ管理者承認が有効になっていることを確認します。 
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14.2.16. クラスタ間ネットワークインターフェイス 

14.2.16.1. クラスタ間ネットワークインターフェイス 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「ネットワークインターフェイス」にて設定を確認できます。 
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14.2.16.2. クラスタ間ネットワークインターフェイス 作成 

クラスタ間ネットワークインターフェイス（LIF）は保護関係を設定する両クラスタにて設定してください。 

 

1. クラスタ設定の管理画面より、「ネットワークインターフェイス」欄の[ネットワークインターフェイスの追加]をクリックします。 

IPspace が複数存在し、かつすでにクラスタ間 LIF が存在する場合は[ ]をクリックします。 

 

 
クラスタ間 LIF がない場合 

 

 

 
IPspace が複数存在し、かつすでにクラスタ間 LIF が存在する場合 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします 

 

 

設定項目 説明 

IPSPACE クラスタ間 LIF の IPspace を指定します。 

サブネット クラスタ間 LIF のサブネットを指定します。 

IP アドレス クラスタ間 LIF の IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク クラスタ間 LIF サブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ クラスタ間 LIF を設定するゲートウェイを指定します。クラスタ間 LIF を指定

すると、ゲートウェイが自動的に入力されます。 

ブロードキャストドメインとポート クラスタ間 LIF を設定するブロードキャストドメインとポートを指定します。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスク、ゲー

トウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するクラスタ間 LIF のサブネットマスクとゲート

ウェイが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスク、ゲー

トウェイ、ブロードキャストドメインを使用する 

次に設定するクラスタ間 LIF に同じサブネットマスクとゲートウェイを使用する

場合に指定します。 

次のインターフェイスに同じサブネットを使用する サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するクラスタ間 LIF のサブネットが自動的に

入力されます。 
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3. ブロードキャストドメインとポートは以下 2 つの方法で指定できます。 

方法１ 

① [ ]をクリックしてブロードキャストドメインを指定します。ホームポートは自動的に選択されます。 

 
 

方法 2 

① [ ]をクリックします。 

※SMB/CIFS 構成の場合、SVM のホームポートは選択できません。 

 

 

② 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。 

ホームポート ブロードキャストドメインに含まれるポートから、LIF のホームポートを指定します。 

「ホームポートを自動的に選択する（推奨）」を選ぶと、ONTAP が推奨のポートを自動的に選

択します。 

 

4. 「ネットワークインターフェイスが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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14.2.17. クラスタピア 

14.2.17.1. クラスタピア 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「クラスタ ピア」にて設定を確認できます。 

 

 
 

2. [ ]>[クラスタピアの管理]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. クラスタピア管理画面が表示されます。本画面でできる操作については「12.1.2. クラスタピア」を参照してください。 

 
 

操作 手順 

クラスタピアを作成する場合 12.1.2.2. クラスタピア 作成 

パスフレーズを生成する場合 12.1.2.3. パスフレーズの生成 

パスフレーズを更新する場合 12.1.2.4. パスフレーズの更新 

Storage VM の権限を変更する場合 12.1.2.5. Storage VM の権限の編集 

クラスタピアの設定を変更する場合 12.1.2.6. クラスタピア 変更 

クラスタピアを削除する場合 12.1.2.7. クラスタピア 削除 

暗号化を有効化/無効化する場合 12.1.2.8. クラスタピア 暗号化/非暗号化 
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14.2.17.2. クラスタピア 作成 

本章は、クラスタ間設定の管理画面におけるクラスタのピアリングの作成手順について記載しています。 

 

1. クラスタ設定の管理画面より、[ ]>[クラスタのピアリング]をクリックします。 

 

 
 

2. 以下の画面が表示されます。以降の手順については「12.1.2.2. クラスタピア 作成」を参照してください。 

 

  

① 

② 
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14.2.17.3. クラスタピア パスフレーズの生成 

1. クラスタ設定の管理画面より、[ ]>[パスフレーズの生成]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の画面が表示されます。以降の手順については「12.1.2.3. パスフレーズの生成」を参照してください。 

 

① 

② 
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14.2.18. Storage VM ピア 

Storage VM ピアの操作を行うには、前提としてクラスタピアが設定済みである必要があります。クラスタピアの設定を行う場合

は、「12.1.2.2. クラスタピア 作成」を参照してください。 

 

14.2.18.1. Storage VM ピア 管理 

1. クラスタ設定の管理画面より、「Storage VM ピア」にて設定を確認できます。 

 

 
 

2. [ ]>[Storage VM ピアの管理]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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3. Storage VM ピア管理画面が表示されます。本画面でできる操作については「12.1.4. Storage VM ピア 」を参照してく

ださい。 

 
 

操作 手順 

Storage VM ピアを作成する場合 12.1.4.2 Storage VM ピア 作成 

Storage VM ピアを削除する場合 12.1.4.3 Storage VM ピア 削除 
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14.2.18.2. Storage VM ピア 作成 

1. クラスタ間設定の管理画面より、「Storage VM ピア」欄の[ ]>[Storage VM のピアリング]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の画面が表示されます。以降の手順については「12.1.4.2 Storage VM ピア 作成」を参照してください。 

 

 

  

① 
② 
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14.3. ディスク 

14.3.1. ディスク 管理 

1. [クラスタ]>[ディスク]をクリックします。 

 

 

2. ディスク管理画面が表示されます。 

 

  

① 

② 
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3. 「ディスクシェルフ I/O モジュール」をクリックすると、ディスクシェルフ I/O モジュール管理画面が表示されます。 

 

 

以下に各操作での手順について記載しています。 

操作 手順 

各ディスクのシリアルナンバーを確認する場合 項番 4 へ進んでください 

ディスクを検索する場合 項番 5 へ進んでください 

ディスクの一覧を出力する場合 項番 6 へ進んでください 

管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合 項番 7 へ進んでください 

管理画面に表示するディスクを選択する場合 項番 8 へ進んでください 

 

4. 各ディスクのシリアルナンバーを確認したい場合、左側の四角形（赤枠部分）をクリックします。吹き出しに情報が表示され

ます。 
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5. ディスクを検索する場合、ディスク管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 

 

6. ディスクの一覧を出力する場合、ディスク管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能です。こ

の際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

  

②  

① 
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7. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、ディスク管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスのチェ

ックを変更します。 

 

 

8. 管理画面に表示するディスクを選択する場合、ディスク管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。

値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

  

① 

② 
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14.4. サポート 

1. [クラスタ]>[サポート]をクリックします。 

 

 

2. 以下をクリックすることにより、各種サポートへリンクすることができます。 

 

 

操作 手順 

NetApp サポートへアクセスする場合 ①をクリックしてください。 

NetApp サポートの My Cases へアクセスする場合 ②をクリックしてください。 

 

3. クラスタの情報を確認する場合は、「クラスタの詳細を表示」をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① ② 
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4. クラスタの情報が表示されます。 

 

 

以上 

 


